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論
説
一
八
世
紀
ベ
ト
ナ
ム
儒
教
入
門
者
の
道
教
儀
礼
序
大
　
西
　
和
　
彦
　
本
稿
の
目
的
は
、
一
八
世
紀
ベ
ト
ナ
ム
の
儒
者
層
が
ど
の
よ
う
に
道
教
と
接
し
始
め
る
の
か
を
考
察
し
、
彼
ら
と
道
教
の
親
和
性
を
確
認
す
る
こ
と
で
あ
る
。
　
一
七
～
一
八
世
紀
の
ベ
ト
ナ
ム
に
お
い
て
、
儒
教
・
道
教
・
道
教
を
同
一
の
源
に
発
し
た
と
考
え
、
そ
れ
ら
三
教
の
融
合
し
た
宗
教
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）
が
ベ
ト
ナ
ム
の
村
落
レ
ベ
ル
ま
で
展
開
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
　
し
か
し
な
が
ら
、
管
見
の
及
ぶ
と
こ
ろ
で
は
、
三
教
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
の
は
道
教
で
あ
る
。
例
え
ば
一
八
世
紀
の
東
ア
ジ
ア
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
ア
ツ
プ
　
ス
　
域
に
お
い
て
華
人
社
会
以
外
で
は
、
ベ
ト
ナ
ム
の
法
師
（
喜
い
b
ω
繧
）
と
呼
ば
れ
る
宗
教
職
能
者
が
、
中
国
道
教
の
最
も
代
表
的
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）
教
派
で
あ
る
正
一
教
を
継
承
し
て
い
る
。
仏
教
界
で
も
仏
僧
が
道
教
儀
礼
を
行
い
、
そ
の
際
は
正
一
法
師
と
自
称
し
た
。
一
方
、
儒
教
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界
に
お
け
る
道
教
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
ベ
ト
ナ
ム
社
会
科
学
院
所
属
哲
学
院
編
纂
『
ベ
ト
ナ
ム
思
想
史
1
』
に
お
い
て
「
儒
　
　
　
　
タ
イ
　
　
ド
　
ニ
ョ
　
徒
先
生
（
け
プ
ゆ
団
α
O
昌
げ
o
）
と
呼
ば
れ
る
下
層
士
太
夫
層
が
「
供
師
、
地
相
占
い
師
、
医
師
、
裁
判
官
と
い
う
さ
ま
ざ
ま
な
職
能
を
果
た
し
飽
」
と
述
べ
て
い
る
・
こ
こ
で
い
う
「
供
師
（
タ
イ
　
ー
　
　
ク
　
ー
　
ン
夢
冴
9
昌
σ
q
）
」
と
は
仏
教
と
道
教
の
儀
礼
を
駆
使
す
る
宗
教
職
能
者
で
あ
り
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
イ
ー
プ
ー
　
ト
ウ
イ
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）
そ
の
熟
練
者
は
既
述
の
法
師
ま
た
は
符
水
師
（
け
げ
節
図
　
b
げ
ウ
　
け
げ
ゆ
図
）
と
呼
ば
れ
る
ベ
ト
ナ
ム
の
道
士
と
い
う
べ
き
存
在
で
あ
る
。
ま
た
ベ
ト
ナ
ム
社
会
科
学
院
所
属
宗
教
研
究
院
元
院
長
ド
ー
・
ク
ア
ン
・
フ
ン
氏
も
ベ
ト
ナ
ム
儒
教
に
お
け
る
道
教
の
影
響
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
と
「
道
教
の
要
素
も
ま
た
少
な
く
な
か
っ
た
二
人
の
儒
者
は
占
い
師
、
地
相
占
い
師
と
な
り
、
自
ら
が
儒
教
に
惇
る
と
は
全
く
感
じ
な
　
（
6
）
か
っ
た
。
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
に
は
具
体
的
な
根
拠
の
提
示
が
無
い
。
さ
ら
に
、
ど
う
い
う
経
緯
で
こ
の
状
況
に
な
っ
た
の
か
個
別
の
事
例
も
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
本
稿
筆
者
は
、
こ
の
よ
う
な
現
象
は
ベ
ト
ナ
ム
人
が
自
身
の
嗜
好
に
合
う
思
想
や
行
動
に
傾
倒
し
や
す
く
、
願
望
実
現
に
最
も
効
験
が
あ
る
と
考
え
る
道
教
に
帰
結
し
た
た
め
と
考
え
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）
　
そ
こ
で
、
ベ
ト
ナ
ム
社
会
科
学
院
所
属
漢
哺
研
究
院
（
以
下
、
漢
哺
研
究
院
と
略
称
）
所
蔵
の
『
平
居
常
用
節
要
全
書
』
（
以
下
『
平
居
常
用
』
と
略
称
）
と
、
そ
の
五
〇
年
後
に
刊
行
さ
れ
た
『
初
学
指
南
』
に
見
え
る
儒
教
初
学
者
に
対
す
る
入
門
儀
礼
の
分
析
を
通
じ
て
、
一
八
世
紀
ベ
ト
ナ
ム
儒
者
層
養
成
初
期
課
程
に
お
け
る
道
教
受
容
の
状
況
並
び
に
そ
の
背
景
を
考
察
す
る
。
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第
一
章
　
『
平
居
常
用
』
に
見
え
る
儒
教
初
学
者
の
入
門
儀
礼
　
『
平
居
常
用
』
は
、
縦
二
〇
㎝
、
横
一
四
㎝
、
全
五
八
葉
の
刊
本
で
あ
る
。
原
本
扉
の
巻
頭
に
「
清
斎
校
補
」
と
あ
る
か
ら
清
斎
と
い
う
人
物
が
校
正
補
足
し
た
書
物
で
あ
る
が
、
今
の
所
こ
の
人
物
の
詳
細
を
知
り
得
な
い
。
第
＝
巣
裏
に
は
「
黎
朝
保
泰
四
年
歳
次
癸
卯
夏
天
穀
日
新
刊
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
従
え
ば
本
書
は
黎
朝
の
保
泰
四
年
、
西
暦
一
七
二
三
年
の
新
刊
書
で
あ
る
。
　
そ
の
内
容
は
四
七
項
目
に
分
れ
、
「
吉
神
略
註
」
の
よ
う
な
日
時
の
吉
凶
を
述
べ
た
も
の
や
、
「
元
日
祭
天
地
文
」
の
よ
う
な
季
節
ご
と
に
行
わ
れ
る
儀
礼
で
使
用
さ
れ
る
祈
疇
文
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
日
常
知
識
を
掲
載
し
た
本
書
は
、
い
わ
ゆ
る
中
国
の
通
書
や
日
用
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）
類
書
に
属
す
る
書
物
と
考
え
ら
れ
る
。
第
一
章
第
一
節
『
平
居
常
用
』
に
見
え
る
儒
教
初
学
者
の
入
門
儀
礼
　
『
平
居
常
用
』
記
載
の
「
幼
学
啓
蒙
開
心
式
並
祭
文
」
（
以
下
「
幼
学
啓
蒙
開
心
式
」
と
略
称
）
に
、
次
の
よ
う
な
儒
教
初
学
者
の
入
門
儀
礼
が
見
え
る
。
　
な
お
口
は
原
文
の
欠
字
、
［
］
内
は
原
文
内
の
割
註
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
　
　
幼
学
啓
蒙
開
心
式
並
祭
文
。
択
月
日
用
吉
［
凡
入
学
、
択
吉
月
日
、
請
師
有
口
徳
博
学
方
可
受
教
。
忌
孔
子
死
日
。
孔
子
生
於
庚
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
よ
　
　
子
日
、
死
於
壬
戌
日
。
一
切
忌
在
胎
月
中
。
］
（
幼
学
啓
蒙
開
心
式
並
び
に
祭
文
。
月
日
を
択
ぶ
に
吉
を
用
う
。
［
凡
そ
入
学
は
、
　
　
吉
月
日
を
択
び
、
師
の
口
徳
に
し
て
博
学
有
る
も
の
に
請
い
、
方
に
教
え
を
受
け
し
む
べ
し
。
孔
子
の
死
せ
し
日
を
忌
む
。
孔
子
　
　
は
庚
子
の
日
に
生
ま
れ
、
壬
戌
の
日
に
死
す
。
一
切
、
胎
月
中
に
在
る
を
忌
む
。
］
）
　
と
あ
り
、
入
学
に
は
吉
日
を
択
び
、
有
徳
で
博
学
な
師
に
教
授
を
請
い
、
孔
子
の
亡
く
な
っ
た
日
と
胎
内
に
あ
っ
た
日
を
避
け
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
　
続
い
て
、
以
下
の
よ
う
な
儀
礼
が
行
わ
れ
る
。
　
　
前
日
、
童
子
［
或
父
・
祖
父
］
、
共
斎
戒
、
至
日
早
時
、
排
設
礼
物
、
至
時
行
礼
如
法
。
就
位
［
祭
人
童
子
就
行
礼
四
拝
］
、
脆
祝
　
　
日
、
某
府
県
社
玩
某
、
為
有
親
［
子
孫
］
、
年
生
干
歳
、
以
本
月
日
、
初
入
小
学
、
受
業
干
先
聖
先
師
。
伏
望
降
鑑
。
［
祝
畢
］
傭
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伏
興
平
身
。
行
初
献
礼
。
詣
盟
所
［
祭
人
童
子
共
詣
］
幌
巾
、
先
聖
神
位
前
、
脆
、
萸
酒
、
傭
伏
、
興
、
平
身
、
復
位
、
脆
、
読
　
　
祝
。
行
亜
行
終
三
献
畢
、
［
童
子
詣
干
卓
子
］
脆
。
（
前
日
、
童
子
［
或
い
は
父
・
祖
父
］
、
共
に
斎
戒
し
、
日
の
早
き
時
に
至
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
た
が
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
ざ
ま
ず
　
　
ば
、
礼
物
を
排
設
し
、
時
至
れ
ば
礼
を
行
う
こ
と
法
の
如
し
。
位
に
就
き
［
祭
人
と
童
子
は
就
い
て
四
た
び
礼
拝
を
行
う
］
、
脆
い
　
　
　
い
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
も
　
　
て
祝
り
て
曰
く
、
某
府
縣
社
の
院
某
、
為
え
ら
く
親
子
・
親
孫
有
り
、
年
は
干
歳
に
生
ま
れ
、
本
月
日
を
以
っ
て
、
初
め
て
小
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
の
　
　
お
わ
　
　
　
へ
い
ふ
く
　
　
お
き
あ
が
　
　
に
入
れ
て
業
を
先
聖
先
師
に
受
け
し
め
ん
と
す
。
伏
し
て
望
む
ら
く
は
降
り
鑑
ら
れ
ん
こ
と
を
。
［
祝
り
畢
り
］
傭
伏
し
、
興
り
、
　
　
せ
を
の
ば
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
を
ぬ
ぐ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
は
い
　
　
　
　
　
　
い
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
な
　
　
平
身
し
初
献
の
礼
を
行
う
。
盟
洗
所
に
詣
り
［
祭
人
童
子
共
に
詣
る
］
幌
巾
い
、
先
聖
の
神
位
の
前
に
詣
り
、
脆
き
、
酒
を
萸
へ
、
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
を
の
ば
し
て
た
ち
あ
が
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
り
と
　
　
　
　
　
に
ど
め
の
れ
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
い
だ
ん
　
　
傭
伏
し
、
興
り
、
平
身
復
位
り
、
脆
き
、
祝
を
読
み
。
亜
行
を
行
い
終
り
三
た
び
献
じ
畢
り
［
童
子
は
卓
子
に
詣
る
］
脆
く
。
）
　
以
上
の
よ
う
に
本
儀
礼
中
「
童
子
を
初
め
て
小
学
に
入
れ
る
」
と
読
み
上
げ
ら
れ
る
。
こ
の
小
学
と
は
、
儒
教
を
再
構
築
し
て
朱
子
学
を
創
造
し
た
朱
烹
（
一
＝
二
〇
～
一
二
〇
〇
）
編
纂
の
少
年
用
道
徳
規
範
で
あ
る
。
従
っ
て
本
儀
礼
は
朱
子
学
入
門
儀
礼
に
他
な
ら
な
い
。
ち
な
み
に
ベ
ト
ナ
ム
で
は
一
四
世
紀
ま
で
に
朱
子
学
を
受
容
し
て
い
た
。
元
の
狂
大
淵
が
＝
二
四
九
年
（
至
正
九
年
）
に
撰
述
し
た
『
島
夷
誌
略
』
交
趾
の
条
に
、
　
　
凡
民
間
俊
秀
子
弟
、
八
歳
入
小
学
、
一
五
入
大
学
、
其
諦
詩
読
書
、
談
性
理
、
為
文
章
、
皆
同
中
国
、
惟
言
語
差
異
耳
。
（
凡
そ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
な
　
　
民
間
俊
秀
の
子
弟
は
、
八
歳
に
し
て
小
学
に
入
り
、
一
五
に
し
て
大
学
に
入
り
、
そ
の
詩
を
講
え
書
を
読
み
、
性
理
を
談
じ
、
文
　
　
　
　
つ
く
　
　
章
を
為
る
は
み
な
中
国
と
同
じ
に
し
て
、
た
だ
言
語
に
差
異
あ
る
の
み
。
）
と
記
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
交
趾
（
ベ
ト
ナ
ム
北
・
中
部
）
の
民
間
の
優
秀
な
子
弟
は
、
八
歳
で
『
小
学
』
を
、
　
一
五
歳
で
『
大
学
』
を
習
得
し
始
め
、
や
が
て
性
理
を
談
じ
る
と
あ
る
。
こ
の
『
大
学
』
も
『
礼
記
』
の
一
部
か
ら
朱
烹
が
抽
出
重
視
し
た
も
の
で
、
朱
子
学
の
主
要
経
典
で
あ
る
こ
と
は
贅
言
を
要
し
な
い
。
朱
黒
の
『
近
思
録
』
教
学
に
は
「
古
者
八
歳
入
小
学
、
一
五
歳
入
大
学
い
に
し
え
（
古
は
八
歳
に
し
て
小
学
に
入
り
、
一
五
歳
に
し
て
大
学
に
入
る
）
」
と
あ
る
。
従
っ
て
、
ベ
ト
ナ
ム
陳
朝
（
一
二
二
六
－
一
四
〇
〇
）
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後
半
期
に
は
、
ベ
ト
ナ
ム
で
も
朱
子
学
の
初
期
教
育
が
行
わ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
こ
の
『
平
居
常
用
』
に
お
い
て
も
、
↓
八
世
紀
の
儒
教
初
学
者
も
同
様
の
過
程
で
儒
教
に
入
門
し
た
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
　
ま
た
上
述
の
脆
く
「
脆
伏
」
と
身
を
起
こ
す
「
平
身
」
と
い
う
動
作
を
繰
り
返
し
な
が
ら
献
酒
す
る
儀
礼
内
容
は
、
『
宋
史
」
志
六
一、
逑
�
A
吉
礼
＝
に
、
皇
帝
神
宗
（
在
位
一
〇
六
五
～
八
五
）
が
元
豊
六
年
（
一
〇
八
三
）
に
行
っ
た
南
郊
の
祭
祀
に
見
え
る
。
ま
た
近
年
、
末
成
道
男
博
士
が
ハ
ノ
イ
市
南
郊
の
チ
ュ
ウ
ク
ッ
ク
（
潮
曲
）
村
調
査
で
見
出
し
た
儀
礼
書
『
祭
神
儀
節
』
と
、
そ
れ
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）
則
っ
た
村
の
祭
礼
内
容
も
『
平
居
常
用
』
の
儒
教
入
門
儀
礼
に
類
似
す
る
。
な
お
末
成
博
士
は
、
こ
の
チ
ュ
ウ
ク
ッ
ク
村
の
儀
礼
は
中
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）
国
や
韓
国
の
正
式
儒
教
儀
礼
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
大西
第
［
章
第
二
節
　
『
平
居
常
用
』
に
見
え
る
儒
教
初
学
者
の
道
教
儀
礼
　
儒
教
儀
礼
に
続
き
『
平
居
常
用
』
に
は
、
符
を
描
い
て
焼
い
た
灰
を
、
鏡
か
真
珠
を
沈
め
た
水
に
混
ぜ
て
入
門
者
に
飲
ま
せ
る
道
教
儀
礼
が
記
さ
れ
て
い
る
。
　
　
明
師
祝
日
［
太
上
授
符
、
進
乎
符
集
。
五
臓
開
明
、
聞
一
知
十
。
］
祝
畢
以
黄
紙
朱
筆
畜
符
。
（
明
師
祝
し
て
日
く
［
太
上
符
を
授
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
の
　
　
く
、
進
ま
ん
か
な
、
符
集
ま
り
、
五
臓
明
を
開
き
、
一
を
聞
か
ば
十
を
知
れ
り
。
］
祝
り
畢
り
、
黄
紙
に
朱
筆
を
以
っ
て
符
を
描
　
　
く
。
）
一八世紀ベトナム儒教入門者の道教儀礼
以
新
汲
水
浸
明
珠
。
無
珠
用
明
鏡
、
共
此
符
焚
入
水
、
珠
使
童
子
飲
之
。
手
写
朱
字
干
版
、
天
賜
聡
明
、
聖
扶
功
用
。
復
位
行
礼
　
7
1
　
　
四
拝
。
脆
。
受
師
授
板
、
焚
祝
礼
畢
。
（
新
た
に
汲
み
た
る
水
を
以
っ
て
明
珠
を
浸
す
。
珠
無
け
れ
ば
明
鏡
を
用
い
、
此
の
符
を
　
　
　
や
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
す
　
　
共
に
焚
い
て
水
に
入
れ
、
珠
は
童
子
を
し
て
之
を
飲
ま
し
む
。
手
も
て
朱
字
を
版
に
天
は
聡
明
を
賜
い
、
聖
は
功
用
を
扶
く
と
写
　
　
　
た
ち
あ
が
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　
　
し
、
復
位
り
礼
を
行
い
四
た
び
拝
す
。
脆
き
、
師
の
板
を
授
け
る
を
受
け
、
焚
き
祝
り
て
礼
畢
わ
る
。
）
　
以
上
の
よ
う
に
、
こ
の
儀
礼
は
儒
教
の
儀
礼
で
始
ま
る
が
、
符
を
焼
い
た
灰
を
鏡
ま
た
は
真
珠
を
沈
め
た
水
に
溶
か
し
て
飲
む
こ
と
に
よ
っ
て
結
実
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
行
為
は
後
に
本
稿
第
三
章
で
詳
述
す
る
よ
う
に
道
教
儀
礼
「
符
水
」
に
他
な
ら
な
い
。
　
こ
の
『
平
居
常
用
』
は
費
用
と
時
間
を
か
け
て
出
版
さ
れ
た
刊
行
本
で
あ
る
か
ら
、
そ
こ
に
表
現
さ
れ
た
内
容
は
社
会
の
需
要
が
あ
っ
て
記
さ
れ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
し
か
し
、
管
見
の
及
ぶ
所
で
は
同
書
の
別
版
は
無
く
、
こ
こ
に
記
さ
れ
た
儒
教
初
学
者
の
入
門
儀
礼
が
社
会
の
ど
こ
ま
で
普
及
し
て
い
た
の
か
問
題
と
な
る
。
こ
の
点
、
『
平
居
常
用
』
刊
行
の
五
〇
年
後
に
、
ベ
ト
ナ
ム
中
部
北
境
ハ
テ
ィ
ン
地
方
の
重
要
な
儒
者
で
あ
る
院
輝
僅
が
著
し
た
『
初
学
指
南
』
に
も
同
様
の
儀
礼
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
以
下
論
述
す
る
。
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第
二
章
　
『
初
学
指
南
』
に
見
え
る
儒
教
初
学
者
の
入
門
儀
礼
　
　
　
　
（
H
）
　
『
初
学
指
南
』
は
縦
一
七
㎝
、
横
＝
㎝
、
全
八
〇
葉
の
手
稿
本
で
あ
る
。
本
書
は
黎
朝
後
期
（
一
五
三
三
～
一
七
八
九
）
の
代
表
的
文
人
官
僚
で
教
育
者
と
し
て
も
著
名
な
院
輝
僅
（
一
七
＝
二
～
一
七
八
九
）
が
、
景
興
三
四
年
（
一
七
七
三
）
に
儒
教
初
学
者
の
入
門
書
と
し
て
撰
述
し
た
も
の
で
あ
る
。
第
二
章
第
一
節
　
撰
者
院
輝
僅
に
つ
い
て
　
院
輝
僅
は
、
現
在
の
ベ
ト
ナ
ム
中
部
北
境
に
位
置
す
る
又
安
鎮
羅
山
県
莱
石
総
長
留
村
（
現
ハ
テ
ィ
ン
省
力
i
ン
ロ
ッ
ク
県
チ
ュ
オ
　
　
　
（
1
2
）
ン
ロ
ッ
ク
社
）
の
儒
者
の
家
庭
に
生
ま
れ
た
。
ゲ
ア
ン
と
ハ
テ
ィ
ン
地
方
出
身
者
の
科
挙
試
験
合
格
者
名
簿
『
天
南
歴
朝
登
科
備
考
』
　
（
1
3
）
秋
集
中
の
羅
山
県
の
条
に
、
以
下
の
記
述
が
あ
る
。
　
　
院
輝
僅
　
莱
石
人
。
年
三
⊥
ハ
登
。
顕
尊
景
興
九
年
戊
辰
科
一
甲
進
士
第
三
名
。
（
中
略
）
公
官
至
東
閣
大
学
士
。
乙
酉
年
貢
正
使
。
　
　
歴
進
吏
部
左
侍
。
碩
嶺
伯
。
到
仕
、
起
復
陛
都
御
史
。
累
遷
戸
部
尚
書
。
公
寿
七
七
。
（
下
略
）
（
院
輝
僅
　
莱
石
の
人
。
年
三
六
　
　
に
し
て
登
（
第
）
す
。
顕
尊
の
景
興
九
年
戊
辰
科
一
甲
進
士
第
三
名
た
り
。
（
中
略
）
公
の
官
は
東
閣
大
学
士
に
至
る
。
乙
酉
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
た
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
ぼ
　
　
年
、
貢
ぐ
に
正
使
た
り
。
歴
て
吏
部
左
侍
（
郎
）
に
進
め
り
。
碩
嶺
伯
た
り
。
到
仕
す
る
も
、
起
た
さ
れ
て
復
び
都
御
史
に
陛
り
、
　
　
戸
部
尚
書
に
累
遷
す
。
公
の
寿
は
七
七
な
り
。
（
下
略
）
）
　
こ
の
よ
う
に
、
彼
は
顕
尊
こ
と
黎
朝
顕
宗
皇
帝
（
在
位
一
七
四
〇
～
一
七
八
六
）
治
下
の
景
興
九
年
（
一
七
四
八
）
の
科
挙
で
「
第
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）
一
甲
進
士
」
と
よ
ば
れ
る
上
位
合
格
者
＝
二
名
の
筆
頭
で
あ
っ
た
。
ま
た
景
興
乙
酉
二
六
年
（
一
七
六
五
）
に
は
清
へ
の
朝
貢
使
節
正
　
　
　
（
1
5
）
使
に
選
ば
れ
、
官
位
は
戸
部
尚
書
の
極
官
に
ま
で
累
進
し
た
。
彼
は
ま
た
教
育
者
と
し
て
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
斐
陽
塊
（一
ｵ
五
七
～
一
八
二
八
）
の
撰
述
に
な
る
ゲ
ア
ン
地
方
の
地
誌
『
又
安
記
』
巻
二
、
人
志
三
、
文
人
有
名
在
史
録
者
（
文
人
名
有
り
て
史
録
に
在
る
者
）
の
条
文
に
、
　
院
輝
僅
、
羅
山
莱
石
人
。
科
録
顕
尊
永
皇
帝
景
興
九
年
戊
辰
科
進
士
及
第
第
三
名
。
三
六
歳
、
中
奉
使
。
仕
至
吏
部
左
侍
郎
、
即
　
　
到
仕
。
起
復
陛
戸
部
尚
書
。
（
中
略
）
公
錐
官
極
品
、
未
嘗
獲
用
。
嘗
建
書
院
、
儲
書
数
万
巻
。
前
後
学
徒
数
千
人
、
登
第
同
朝
　
　
三
十
余
員
。
領
郷
貢
授
職
任
者
不
可
勝
紀
。
（
院
輝
僅
は
、
羅
山
莱
石
の
人
。
科
は
顕
尊
永
皇
帝
の
景
興
九
年
戊
辰
科
進
士
及
第
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
た
た
　
　
第
三
名
に
録
さ
る
。
三
六
歳
に
し
て
使
を
奉
ず
る
に
中
た
る
。
仕
え
て
吏
部
左
侍
郎
に
至
り
、
即
ち
到
仕
す
。
起
た
さ
れ
て
復
び
　
　
　
　
　
　
の
ぽ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
え
ど
　
　
　
　
　
　
　
か
つ
　
戸
部
尚
書
に
陛
れ
り
。
（
中
略
）
公
の
官
は
品
を
極
め
た
り
と
錐
も
、
未
だ
嘗
つ
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
を
獲
ず
。
嘗
て
書
院
を
建
　
　
　
ぞ
う
し
よ
　
　
て
、
儲
書
は
数
万
巻
な
り
。
前
後
の
学
徒
は
数
千
人
、
第
に
登
り
し
は
同
朝
に
三
十
余
員
な
り
。
郷
貢
を
領
し
職
任
を
授
か
り
73　一八世紀ベトナム儒教入門者の道教儀礼　　大西
　
　
（
1
6
）
　
し
る
　
　
た
　
し
者
は
紀
す
に
勝
う
べ
か
ら
ず
。
）
と
あ
り
、
経
歴
は
文
官
と
し
て
輝
か
し
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、
朝
廷
で
は
建
言
を
入
れ
ら
れ
る
こ
と
が
無
か
っ
た
。
そ
の
慷
慨
を
晴
ら
す
か
の
よ
う
に
故
郷
に
多
数
の
蔵
書
を
擁
し
た
私
塾
と
い
う
べ
き
福
江
書
院
を
建
て
教
育
に
力
を
注
い
だ
。
そ
の
学
徒
は
数
千
名
を
数
え
、
そ
こ
か
ら
数
十
名
の
進
士
が
輩
出
し
た
。
こ
の
よ
う
に
彼
は
充
実
し
た
教
育
施
設
を
設
け
多
く
の
子
弟
を
教
育
し
大
き
な
成
果
を
上
げ
た
の
で
あ
る
。
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第
二
章
第
二
節
福
江
書
院
刊
行
『
初
学
指
南
』
　
『
初
学
指
南
』
は
、
漢
哺
研
究
院
所
蔵
の
手
稿
本
で
あ
る
が
、
そ
の
扉
裏
に
「
福
江
書
院
蔵
版
」
と
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
原
本
は
刊
行
本
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
福
江
書
院
こ
そ
院
輝
僅
が
故
郷
で
開
い
た
書
院
で
あ
る
。
　
ハ
テ
ィ
ン
地
方
の
神
々
に
黎
朝
（
一
四
二
八
～
一
七
八
九
）
と
院
朝
（
一
八
〇
二
～
一
九
四
五
）
朝
廷
か
ら
与
え
ら
れ
た
神
格
認
定
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）
書
で
あ
る
冊
封
状
の
記
述
を
集
め
た
『
河
静
輯
編
』
が
あ
る
。
そ
の
河
静
省
干
禄
県
莱
石
社
M
3
の
項
に
、
景
興
四
四
年
（
一
七
八
三
）
七
月
二
六
日
の
勅
封
と
し
て
「
福
江
書
院
長
恩
会
魁
星
斗
座
院
恩
会
長
生
禄
位
淵
普
弘
裕
大
王
」
と
い
う
長
大
な
神
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
神
は
同
書
院
に
祭
祀
さ
れ
た
神
霊
と
思
わ
れ
る
が
、
福
江
書
院
の
名
前
を
冠
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
福
江
書
院
の
名
前
自
体
が
神
名
の
筆
頭
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
同
書
院
の
存
在
が
当
時
の
社
会
に
及
ぼ
し
た
影
響
の
大
き
さ
の
一
端
を
示
す
も
の
だ
ろ
う
。
　
こ
の
福
江
書
院
で
は
多
く
の
書
物
が
刊
行
さ
れ
た
。
往
時
は
九
間
間
口
の
書
庫
に
千
種
類
も
の
書
籍
を
刊
行
し
た
版
木
を
所
蔵
し
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）
現
在
で
も
約
四
百
種
類
分
の
版
木
が
残
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
福
江
書
院
蔵
版
の
刊
記
の
あ
る
『
初
学
指
南
』
の
原
本
も
刊
本
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
　
院
輝
僅
は
数
千
人
も
の
弟
子
を
養
成
し
た
教
育
者
で
あ
り
、
本
書
の
撰
述
な
ら
び
に
内
容
普
及
を
目
的
と
し
た
そ
の
刊
行
は
教
育
普
及
上
の
必
然
的
な
行
動
の
一
つ
で
あ
る
。
　
『
初
学
指
南
』
に
は
、
初
学
者
の
入
門
儀
礼
に
次
い
で
様
々
な
形
式
の
文
体
や
書
法
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
、
詩
・
賦
の
よ
う
な
詩
文
、
銘
記
．
序
の
よ
う
な
散
文
、
戦
場
で
の
布
告
文
で
あ
る
露
布
文
や
、
自
軍
兵
士
へ
の
傲
文
、
朝
廷
で
為
政
者
の
意
思
を
記
す
詔
．
制
、
臣
下
の
上
奏
文
で
あ
る
表
な
ど
多
岐
に
及
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
は
当
時
の
儒
者
層
が
私
的
、
あ
る
い
は
公
的
な
立
場
で
記
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
主
要
な
文
章
の
表
現
方
法
が
詳
述
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
こ
れ
か
ら
儒
者
と
し
て
育
っ
て
い
く
幼
年
者
が
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
必
修
科
目
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
　
し
か
し
な
が
ら
、
本
書
は
以
下
述
べ
る
よ
う
に
朱
子
学
で
初
等
教
育
に
用
い
ら
れ
る
『
小
学
』
に
入
る
た
め
の
指
南
書
で
あ
り
な
が
ら
、
『
小
学
』
に
記
さ
れ
た
道
徳
規
範
に
つ
い
て
の
言
及
を
見
出
し
難
い
。
そ
し
て
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
入
門
儀
礼
の
他
は
、
詩
文
の
作
成
法
や
心
構
え
が
内
容
を
占
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
内
容
は
本
稿
第
四
章
で
も
述
べ
る
よ
う
に
、
当
時
の
儒
学
が
形
式
化
し
た
科
挙
対
策
を
目
指
す
こ
と
に
主
眼
が
置
か
れ
、
思
想
の
深
化
や
創
造
に
は
あ
ま
り
関
心
が
払
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
一
八
世
紀
ベ
ト
ナ
ム
儒
教
界
の
趨
勢
を
象
徴
し
て
い
る
。
第
二
章
第
三
節
『
初
学
指
南
』
に
見
え
る
儒
教
初
学
者
の
入
門
儀
礼
　
『
初
学
指
南
』
は
先
述
し
た
『
平
居
常
用
』
刊
行
か
ら
五
〇
年
後
に
著
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
本
書
に
も
『
平
居
常
用
』
と
ほ
ぼ
同
じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）
内
容
で
、
部
分
的
に
は
よ
り
詳
細
な
儒
教
入
門
儀
礼
が
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
　
　
行
礼
儀
節
、
序
立
［
祭
主
前
立
、
童
子
後
随
］
、
迎
聖
鞠
躬
拝
［
凡
四
］
、
平
身
、
詣
香
案
前
、
脆
祝
云
安
南
國
ム
府
縣
社
臣
院
ム
、
　
　
今
有
親
子
生
［
或
孫
或
弟
子
］
年
生
干
歳
、
択
渇
吉
日
、
願
入
小
学
、
授
業
於
先
聖
先
師
。
伏
望
降
臨
。
傭
伏
、
興
、
平
身
、
復
大西一八世紀ベトナム儒教入門者の道教儀礼75
位
、
初
献
礼
、
詣
盟
洗
所
、
盤
洗
［
祭
主
与
童
子
倶
洗
］
、
幌
巾
、
詣
香
案
前
、
脆
献
爵
［
ロ
ハ
正
中
一
位
］
、
傭
伏
、
興
、
平
身
、
少
却
、
脆
宣
祝
。
維
、
皇
号
歳
次
干
支
ム
月
千
支
、
朔
起
ム
日
干
支
、
ム
府
縣
社
、
祭
主
具
官
院
ム
、
今
為
小
子
ム
、
初
入
小
学
。
謹
以
ム
物
、
敢
昭
告
干
至
聖
先
師
孔
子
位
前
。
恭
惟
、
王
祖
述
、
尭
舜
憲
章
文
武
、
刷
定
六
経
、
垂
訓
萬
世
。
古
藪
訓
童
蒙
。
恭
陳
礼
数
、
尚
豊
至
誠
、
下
垂
善
誘
、
学
進
循
々
、
岸
登
歩
々
、
秩
巻
萬
通
、
科
目
贅
取
、
道
統
得
伝
、
斯
文
永
壽
。
伏
以
、
克
國
復
聖
公
［
顔
子
］
。
郡
國
宗
聖
公
［
曾
子
］
。
折
國
公
述
聖
公
［
子
思
］
。
郊
國
亜
聖
公
［
孟
子
］
。
配
尚
享
。
傭
伏
、
興
、
平
身
、
行
亜
献
礼
、
脆
、
献
爵
［
分
献
各
位
］
、
傭
伏
、
興
、
平
身
、
行
終
献
礼
、
脆
、
献
爵
［
分
献
各
位
］
、
傭
伏
、
興
、
平
身
、
復
位
、
　
　
　
　
　
　
さ
だ
め
　
　
　
　
　
　
し
だ
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
た
が
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
ざ
ま
ず
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
よ
盟
洗
。
（
礼
儀
の
節
を
行
う
。
序
に
立
つ
［
祭
主
は
前
に
立
ち
、
童
子
は
後
に
随
う
。
］
、
聖
を
迎
え
て
鞠
躬
い
て
拝
す
。
［
凡
そ
四
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぼ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
に
が
し
（
回
）
］
、
平
身
、
香
案
の
前
に
詣
き
、
脆
い
て
祝
り
て
云
わ
く
、
安
南
國
ム
府
縣
社
の
臣
院
ム
、
今
親
子
有
り
［
或
い
は
孫
或
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
　
ら
は
弟
子
］
年
は
干
歳
に
生
ま
る
。
吉
日
を
択
得
び
願
わ
く
ば
小
学
に
入
り
、
業
を
先
聖
先
師
よ
り
授
か
ら
し
め
ん
と
す
。
伏
し
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
い
ふ
く
　
　
お
き
あ
が
　
　
　
せ
を
の
ば
し
て
た
ち
あ
が
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
を
あ
ら
望
む
ら
く
は
降
臨
さ
れ
ん
こ
と
を
。
傭
伏
し
、
興
り
、
平
身
復
位
り
、
初
献
を
礼
し
、
盟
洗
所
に
詣
り
、
盟
洗
い
［
祭
主
は
童
　
　
　
　
　
　
　
て
を
ぬ
ぐ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
ざ
ま
ず
　
　
さ
か
ず
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
を
の
ば
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
身
し
、
少
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
ロ
ハ
正
中
一
位
の
み
］
、
傭
伏
し
、
興
り
、
子
と
倶
に
洗
う
］
、
幌
巾
い
、
香
案
の
前
に
詣
り
、
脆
い
て
爵
を
献
ず
。
　
　
し
り
そ
　
　
　
　
　
　
　
　
の
り
と
　
の
　
　
　
　
こ
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぼ
う
　
　
　
　
　
　
つ
い
た
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
よ
う
か
ん
し
く
却
き
、
脆
い
て
祝
を
宣
ぶ
。
維
、
皇
号
歳
次
干
支
、
ム
月
干
支
、
朔
は
ム
日
干
支
に
起
て
り
。
ム
府
縣
社
、
祭
主
具
官
院
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
き
ら
ム
、
今
、
小
子
ム
が
為
に
、
初
め
て
小
学
に
入
れ
ん
と
す
。
謹
ん
で
ム
物
を
以
っ
て
敢
え
て
昭
か
に
聖
先
師
孔
子
の
位
前
に
至
り
　
　
　
う
や
う
や
　
　
　
お
も
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
し
え
あ
き
ら
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
　
だ
　
　
　
　
　
お
し
え
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
に
し
え
て
告
ぐ
。
恭
し
く
惟
み
る
に
、
王
祖
述
ぶ
ら
く
、
尭
舜
は
文
武
を
憲
章
に
し
、
六
経
を
刷
定
め
、
訓
を
万
世
に
垂
れ
た
り
。
古
　
　
こ
　
　
お
さ
な
き
も
の
　
　
お
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
い
の
さ
だ
め
　
つ
ら
な
　
　
　
　
　
　
　
　
の
つ
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
り
く
だ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
だ
し
く
よ
り
藪
れ
童
蒙
に
訓
え
る
に
、
恭
し
く
礼
数
に
陳
り
、
至
誠
に
尚
堕
り
、
善
き
誘
い
に
は
下
垂
り
、
学
び
進
む
こ
と
循
々
、
岸
に
　
　
　
　
ひ
と
あ
し
つ
つ
　
　
　
　
　
　
よ
ろ
ず
　
　
　
　
　
　
か
　
き
よ
　
　
か
さ
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
い
け
ん
の
み
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
み
ち
　
　
　
と
こ
し
え
　
こ
と
ほ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
が
登
る
こ
と
歩
々
、
候
巻
は
万
に
通
じ
、
科
目
は
登
ね
て
取
り
、
道
統
も
て
伝
え
得
て
、
斯
文
も
て
永
に
寿
が
ん
。
伏
し
て
以
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
わ
せ
ま
つ
ら
ん
わ
く
ば
、
尭
國
復
聖
公
［
顔
子
］
、
榔
國
宗
聖
公
［
曾
子
］
、
沃
國
公
述
聖
公
［
子
思
］
、
邪
國
亜
聖
公
［
孟
子
〕
、
配
尚
享
こ
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
を
の
ば
を
。
傭
伏
し
、
興
り
、
平
身
し
、
亜
献
上
の
礼
を
行
う
、
脆
き
、
爵
を
献
ず
［
分
ち
て
各
位
に
献
ず
］
、
傭
伏
し
、
興
り
、
平
身
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し
、
終
献
の
礼
を
行
う
、
脆
き
、
爵
を
献
ず
［
分
ち
て
各
位
に
献
ず
］
、
傭
伏
し
、
興
り
、
平
身
復
位
り
、
盟
洗
う
。
）
　
こ
こ
ま
で
は
、
先
述
の
『
平
居
常
用
』
と
同
じ
よ
う
に
儒
教
儀
礼
で
あ
る
が
、
以
下
や
は
り
儒
教
入
門
の
童
子
に
符
を
飲
ま
せ
る
道
教
儀
礼
が
行
わ
れ
る
。
　
　
詣
卓
子
所
［
西
向
立
、
取
小
刀
前
刀
黄
紙
、
描
符
］
、
以
殊
筆
薫
香
煙
上
、
祝
日
、
太
上
授
符
、
進
平
伝
習
、
五
臓
開
明
、
聞
一
知
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
　
　
十
。
祝
畢
描
符
。
（
卓
子
の
所
に
詣
る
［
西
に
向
か
い
て
立
ち
、
小
刀
を
取
り
て
黄
紙
を
前
刀
り
、
符
を
描
く
］
殊
筆
を
以
っ
て
香
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
の
　
　
煙
の
上
に
薫
じ
、
祝
り
て
日
く
、
太
上
符
を
授
く
。
平
か
に
伝
習
し
、
五
臓
に
明
を
開
き
、
一
を
聞
い
て
十
を
知
る
べ
し
。
祝
り
　
　
お
わ
　
　
畢
り
符
を
描
く
。
）
　
　
描
詑
、
取
三
岐
水
、
傾
浄
蓋
中
、
以
鏡
浸
水
中
［
貴
者
用
明
珠
］
。
傍
焚
符
三
道
、
撹
入
蓋
中
、
授
童
子
飲
、
祝
［
太
上
授
符
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
よ
　
さ
か
ず
き
　
　
進
平
伝
習
、
五
内
開
明
、
聞
一
知
十
。
］
（
描
き
詑
わ
り
、
三
岐
の
水
を
取
り
、
浄
き
蓋
の
中
に
傾
け
、
鏡
を
以
っ
て
水
中
に
浸
す
　
　
と
め
る
も
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ぜ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
の
　
　
［
貴
者
は
明
珠
を
用
う
］
。
侃
っ
て
符
を
焚
く
こ
と
三
道
、
蓋
の
中
に
撹
入
れ
、
童
子
に
授
け
て
飲
ま
し
め
祝
る
［
太
上
符
を
授
く
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
い
な
い
　
　
平
か
に
伝
習
を
進
め
五
内
に
明
を
開
き
、
一
を
聞
き
十
を
知
る
べ
し
。
］
）
　
紙
幅
の
関
係
上
そ
の
考
察
は
別
稿
に
譲
る
け
れ
ど
も
、
こ
の
後
さ
ら
に
鯉
の
眼
を
童
子
に
飲
ま
せ
る
な
ど
先
述
の
『
平
居
常
用
』
と
異
な
っ
た
儀
礼
が
続
く
。
た
だ
そ
の
中
に
も
『
平
居
常
用
』
と
の
相
似
性
を
示
す
内
容
が
あ
る
。
そ
れ
は
朱
筆
で
板
に
「
上
大
人
聖
乙
大西一八世紀ベトナム儒教入門者の道教儀礼77
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
ぬ
巳
」
と
生
年
月
日
を
書
き
、
裏
に
「
天
賜
聡
明
、
聖
扶
功
用
」
と
書
い
て
三
尺
四
寸
の
吊
で
包
み
童
子
に
与
え
る
と
い
う
記
述
で
あ
る
。
こ
の
裏
に
書
か
れ
た
字
句
は
『
平
居
常
用
』
と
同
じ
だ
が
、
『
初
学
指
南
』
の
記
述
で
は
こ
の
板
を
焼
く
こ
と
は
な
い
。
　
以
上
の
よ
う
に
『
初
学
指
南
』
に
記
さ
れ
た
儀
礼
は
『
平
居
常
用
』
に
従
い
な
が
ら
も
内
容
が
増
え
て
い
る
。
こ
う
し
た
内
容
の
増
加
は
、
こ
の
儀
礼
に
創
意
が
加
え
ら
れ
つ
つ
継
続
的
に
普
及
し
た
結
果
で
あ
ろ
う
。
　
と
も
あ
れ
『
平
居
常
用
』
か
ら
五
〇
年
後
に
代
表
的
な
文
人
官
僚
で
教
育
者
の
院
輝
僅
も
儒
教
入
門
書
に
同
様
の
道
教
儀
礼
を
記
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
こ
の
よ
う
な
形
式
が
ベ
ト
ナ
ム
社
会
で
長
期
普
及
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
示
す
も
の
で
あ
る
。
次
章
で
は
、
こ
の
道
教
儀
礼
を
さ
ら
に
検
討
し
た
い
。
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第
三
章
　
一
八
世
紀
儒
教
初
学
者
の
入
門
儀
礼
に
お
け
る
道
教
要
素
の
考
察
1
符
水
・
真
珠
・
鏡
1
　
『
平
居
常
用
』
の
幼
学
啓
蒙
開
心
式
と
『
初
学
指
南
』
に
見
え
る
儒
教
初
学
者
に
対
す
る
入
門
儀
礼
の
道
教
の
要
素
は
、
び
に
真
珠
と
鏡
の
使
用
で
あ
る
か
ら
、
以
下
こ
れ
ら
に
つ
い
て
論
じ
る
。
符
水
な
ら
第
三
章
第
一
節
第
一
項
　
ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
符
水
　
符
水
と
は
、
符
と
水
を
使
っ
て
病
気
治
療
な
ど
を
行
う
行
為
で
あ
る
。
符
水
は
早
期
か
ら
道
教
を
実
践
す
る
道
士
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
。
『
三
国
志
』
呉
書
、
孫
策
伝
の
注
に
引
用
さ
れ
た
『
江
表
伝
』
に
は
、
中
国
に
お
け
る
道
教
の
源
流
と
な
る
一
派
の
太
平
道
教
　
か
ん
き
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
　
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
お
祖
干
吉
が
「
製
作
符
水
以
治
病
。
（
符
水
を
製
作
り
て
以
っ
て
病
を
治
せ
り
。
）
」
と
記
し
て
お
り
、
道
士
の
干
吉
が
符
水
を
作
っ
て
病
気
治
療
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
符
水
は
後
に
中
国
南
部
を
席
巻
す
る
道
教
教
派
の
天
師
道
、
さ
ら
に
は
正
一
教
の
形
成
基
盤
と
な
っ
た
教
団
五
斗
米
道
に
も
広
ま
っ
た
。
そ
の
教
祖
伝
で
あ
る
『
三
国
志
』
魏
書
、
張
魯
伝
の
注
に
引
用
さ
れ
た
『
典
略
』
に
は
「
師
持
九
節
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
く
杖
為
符
祝
（
中
略
）
因
以
符
水
飲
之
。
（
師
は
九
節
の
杖
を
持
ち
て
符
祝
を
為
り
（
中
略
）
因
っ
て
符
水
を
以
っ
て
こ
れ
を
飲
ま
し
む
。
）
」
と
あ
り
、
五
斗
米
道
教
祖
の
張
角
（
？
～
一
八
四
）
も
符
水
を
病
人
に
飲
ま
せ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
　
五
斗
米
道
は
五
世
紀
に
天
師
道
と
な
り
、
中
国
南
部
の
実
力
者
で
あ
る
孫
恩
と
慮
循
ら
に
よ
っ
て
ベ
ト
ナ
ム
北
・
中
部
の
平
地
・
山
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）
地
民
に
広
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、
す
で
に
宮
川
尚
之
氏
が
考
証
し
て
い
る
。
ま
た
ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
符
水
の
用
例
は
、
陳
朝
期
べ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
　
マ
ト
ナ
ム
の
大
治
九
年
（
二
二
六
六
）
に
撰
述
さ
れ
た
碑
文
『
呉
氏
家
碑
』
に
、
「
道
士
隠
元
符
水
之
功
、
普
勧
檀
越
田
三
宝
（
道
士
隠
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
し
ん
　
　
（
2
2
）
元
は
符
水
の
功
も
て
、
檀
越
に
田
三
宝
を
普
勧
せ
ら
る
）
」
と
い
う
一
文
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
道
士
の
隠
元
が
符
水
を
用
い
て
功
績
が
あ
っ
た
た
め
に
、
宗
教
施
設
専
用
田
で
あ
る
三
宝
田
を
寄
進
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
陳
朝
後
半
期
に
お
い
て
ベ
ト
ナ
ム
の
道
士
も
中
国
道
教
の
符
水
を
用
い
、
そ
れ
が
社
会
的
評
価
を
受
け
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
『
平
居
常
用
』
と
『
初
学
指
南
』
に
記
さ
れ
た
行
為
は
、
既
に
普
及
し
て
い
た
符
水
と
い
う
道
教
儀
礼
に
他
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
二
書
が
記
す
よ
う
に
ベ
ト
ナ
ム
の
符
水
も
焼
い
た
符
を
水
に
溶
か
し
飲
む
の
で
あ
る
。
　
『
平
居
常
用
』
と
『
初
学
指
南
』
は
共
に
「
太
上
符
を
授
け
」
と
記
し
、
符
は
太
上
と
い
う
存
在
か
ら
授
か
る
と
し
て
い
る
。
太
上
は
『
礼
記
』
曲
礼
に
「
太
上
貴
徳
（
太
上
は
貴
き
徳
な
り
）
」
と
記
さ
れ
る
。
唐
の
陸
徳
明
の
『
経
典
釈
文
』
に
は
そ
れ
を
「
太
上
、
謂
三
皇
五
帝
之
世
（
太
上
、
は
三
皇
五
帝
の
世
を
謂
う
）
」
と
見
え
る
の
で
、
太
上
は
儒
教
経
典
で
も
使
わ
れ
て
い
る
。
一
方
、
五
世
紀
編
纂
の
『
魏
書
』
釈
老
志
が
老
子
を
太
上
老
君
と
呼
ぶ
よ
う
に
、
道
教
に
お
い
て
も
最
も
偉
大
で
尊
い
存
在
に
冠
す
る
用
語
と
な
っ
た
。
『
平
居
常
用
』
と
『
初
学
指
南
』
も
符
の
根
源
と
し
て
太
上
を
扱
っ
て
い
る
か
ら
、
こ
こ
で
は
道
教
用
語
と
し
て
使
用
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
　
ま
た
『
平
居
常
用
』
『
初
学
指
南
』
共
に
コ
ニ
岐
の
水
を
取
り
」
と
記
し
、
三
叉
の
水
路
か
ら
取
水
し
て
符
水
の
水
に
用
い
て
い
る
。
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（
2
3
）
『
平
居
常
用
』
が
刊
行
さ
れ
た
同
じ
年
の
保
泰
四
年
（
一
七
二
三
）
新
刊
の
葬
儀
書
『
三
教
正
度
実
録
』
の
「
本
日
祭
神
文
」
に
も
、
蝋
燭
な
ど
の
供
物
を
「
三
岐
の
路
に
之
を
祭
る
（
三
岐
路
祭
之
）
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
葬
儀
当
日
に
用
い
る
街
路
の
神
へ
の
祭
文
で
あ
る
が
、
三
叉
の
道
又
は
水
路
の
交
点
を
神
界
へ
通
ず
る
神
秘
的
な
場
所
と
考
え
る
共
通
認
識
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
第
三
章
第
一
節
第
二
項
　
ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
符
　
前
項
で
論
じ
た
符
水
の
主
な
要
素
は
符
で
あ
る
こ
と
は
贅
言
を
要
し
な
い
。
し
か
し
、
道
教
の
符
の
体
系
的
研
究
は
近
年
に
お
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
勿
）
漸
く
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
る
。
ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
符
の
研
究
も
同
様
に
少
な
い
け
れ
ど
も
、
管
見
の
及
ぶ
所
で
は
、
二
〇
世
紀
初
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）
頭
、
フ
ラ
ン
ス
イ
ン
ド
シ
ナ
植
民
地
政
権
初
代
教
育
局
長
ギ
ュ
ス
タ
ー
ブ
・
デ
ュ
ム
ー
テ
ィ
エ
氏
が
、
著
書
『
安
南
の
葬
送
儀
礼
』
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）
「
葬
儀
の
符
」
の
章
に
お
い
て
、
前
項
で
触
れ
た
ベ
ト
ナ
ム
の
葬
儀
書
『
三
教
正
度
実
録
』
に
掲
載
さ
れ
た
符
六
七
種
類
に
つ
い
て
簡
略
な
解
説
を
行
・
て
馳
・
よ
り
詳
細
な
ベ
ト
ナ
ム
の
符
の
解
説
と
し
て
参
照
す
べ
き
は
2
九
四
二
年
套
σ
の
『
イ
・
ド
・
ナ
人
類
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）
学
研
究
所
紀
要
』
に
掲
載
さ
れ
た
。
コ
ー
・
ク
イ
ー
・
ソ
ー
ン
（
Z
σ
q
◎
の
ξ
ω
Q
昌
）
氏
の
論
文
「
神
重
一
安
南
の
魔
術
研
究
へ
の
寄
与
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
あ
る
家
庭
の
服
喪
期
間
中
に
新
た
な
不
幸
一
葬
式
が
重
な
る
こ
と
を
、
神
重
（
目
匿
コ
弓
毎
昌
σ
q
一
タ
ン
チ
ュ
ー
ン
）
と
い
う
悪
魔
の
仕
業
と
し
、
そ
れ
を
除
去
す
る
儀
礼
並
び
に
護
符
の
論
考
で
あ
る
。
　
ゴ
ー
・
ク
イ
ー
・
ソ
ー
ン
氏
の
論
考
の
後
、
長
く
符
に
関
す
る
専
論
は
現
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
近
年
に
お
い
て
、
二
〇
〇
八
年
に
ベ
ト
ナ
ム
民
族
学
博
物
館
研
究
員
ヴ
ゥ
・
ホ
ン
・
ト
ゥ
ァ
ッ
ト
（
＜
口
国
◎
品
弓
ゴ
曾
）
氏
が
「
鎮
宅
符
の
版
木
を
あ
ぐ
る
霊
的
撫
」
と
題
す
る
画
期
的
な
労
作
を
著
し
た
・
同
論
文
は
・
供
師
な
ど
多
数
の
ベ
ト
ナ
ム
宗
教
職
能
者
か
ら
の
聞
き
取
り
を
基
に
符
の
作
成
・
内
容
・
使
用
法
な
ど
に
つ
い
て
多
角
度
か
ら
考
察
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
に
導
か
れ
つ
つ
本
稿
既
述
の
符
に
つ
い
て
以
下
考
察
す
る
。
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第
三
章
第
二
節
　
『
平
居
常
用
』
の
符
　
『
平
居
常
用
』
の
「
幼
学
啓
蒙
開
心
式
」
に
記
さ
れ
た
符
は
、
「
開
身
」
「
開
心
」
「
除
糠
」
「
洗
浄
」
と
い
う
字
句
の
周
囲
を
円
で
囲
み
、
そ
の
末
筆
の
線
を
伸
ば
し
つ
つ
小
円
を
繰
り
返
し
描
い
て
い
る
。
　
ゴ
ー
・
ク
イ
ー
・
ソ
ー
ン
氏
の
論
考
に
は
、
上
記
儀
礼
に
使
用
さ
れ
る
三
種
類
の
異
な
っ
た
様
式
を
持
つ
符
の
部
分
ご
と
に
解
説
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
「
第
H
様
式
一
家
族
の
死
者
に
対
す
る
符
」
に
お
い
て
、
「
仏
」
の
字
を
、
「
幼
学
啓
蒙
開
心
式
」
の
符
と
同
様
の
円
形
が
取
り
巻
い
て
い
る
。
こ
れ
を
ゴ
i
・
ク
イ
i
・
ソ
ー
ン
氏
は
、
「
符
水
師
が
勺
げ
O
。
（
フ
ォ
ッ
ク
…
縛
1
1
殺
す
）
と
呼
ぶ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）
一
種
の
書
き
判
に
取
り
囲
ま
れ
て
い
る
。
」
と
記
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
円
形
は
所
定
の
漢
字
が
記
さ
れ
た
後
に
改
め
て
書
き
加
え
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）
ら
れ
る
「
追
求
す
る
」
と
い
う
符
号
で
も
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
　
一
方
、
ヴ
ゥ
・
ホ
ン
・
ト
ゥ
ァ
ッ
ト
氏
の
論
考
に
は
符
の
図
形
が
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
け
れ
ど
も
、
同
氏
は
こ
の
「
円
形
」
を
「
チ
ョ
ッ
ク
フ
ォ
ッ
ク
（
捉
縛
）
の
円
（
＜
9
σ
q
曾
9
q
ひ
。
喜
O
。
）
」
と
呼
び
、
以
下
の
よ
う
な
解
説
を
加
え
て
い
る
。
　
　
「
チ
ョ
ッ
フ
ォ
ッ
ク
（
悪
魔
を
捕
捉
排
除
す
る
）
は
、
螺
旋
状
の
模
様
の
よ
う
な
タ
ッ
チ
で
描
か
れ
、
チ
ョ
ッ
ク
フ
ォ
ッ
ク
の
末
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）
　
　
尾
は
龍
の
尾
の
よ
う
で
あ
り
、
霊
験
と
神
秘
性
を
護
符
に
付
与
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
」
　
以
上
の
先
行
研
究
結
果
に
従
え
ば
、
「
幼
学
啓
蒙
開
心
式
」
に
記
さ
れ
た
四
つ
の
漢
字
熟
語
の
周
囲
が
円
で
囲
ま
れ
、
そ
の
末
筆
に
お
い
て
小
円
を
繰
り
返
し
つ
つ
伸
ば
し
て
い
る
図
形
は
、
「
フ
ォ
ッ
ク
一
縛
」
あ
る
い
は
「
チ
ョ
ッ
ク
フ
ォ
ッ
ク
一
捉
縛
」
と
呼
ば
れ
る
護
符
の
一
構
成
部
分
に
他
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
こ
の
よ
う
な
強
い
言
葉
を
使
用
し
て
、
概
念
の
実
現
を
妨
げ
る
魔
物
を
排
除
し
、
そ
の
概
念
を
成
就
さ
せ
る
意
味
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
護
衛
の
意
味
か
ら
言
え
ば
「
除
臓
」
と
い
う
概
念
に
対
応
す
る
符
と
し
て
一
番
ふ
さ
わ
し
い
。
そ
し
て
、
「
開
身
」
「
開
心
」
「
除
繊
」
「
洗
浄
」
と
い
う
概
念
を
実
現
す
る
た
め
の
記
号
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
図
形
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は
ベ
ト
ナ
ム
で
使
用
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
詔
）
中
国
・
台
湾
な
ど
の
道
教
の
符
に
も
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
第
三
章
第
三
節
第
一
項
　
『
初
学
指
南
』
の
符
一
　
『
初
学
指
南
』
に
も
使
用
す
べ
き
符
が
描
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
『
平
居
常
用
』
の
一
行
の
符
に
比
べ
て
左
右
二
行
に
増
え
、
服
用
す
べ
き
符
も
三
種
と
な
り
、
内
容
も
よ
り
複
雑
な
構
図
と
な
っ
て
い
る
。
　
右
側
に
書
か
れ
た
「
勅
」
、
線
で
繋
い
だ
「
○
」
、
「
日
」
「
田
」
お
よ
び
「
鬼
」
の
略
字
な
ど
は
、
敦
煙
か
ら
出
土
し
た
唐
代
の
符
と
　
　
　
　
　
（
3
4
）
同
じ
図
形
で
あ
る
。
「
○
」
は
星
で
あ
る
が
「
先
」
「
共
」
「
田
」
の
意
味
は
後
考
を
俊
ち
た
い
。
ち
な
み
に
院
朝
の
成
泰
＝
年
（
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
お
）
八
九
九
）
に
編
纂
さ
れ
た
『
三
教
正
度
輯
要
』
は
既
述
の
『
三
教
正
度
実
録
』
要
約
版
で
あ
る
。
こ
の
『
三
教
正
度
輯
要
』
に
は
『
三
教
正
度
実
録
』
に
見
え
な
い
符
の
各
部
分
の
意
味
が
「
讃
（
明
ら
か
に
す
る
）
」
と
い
う
字
の
下
に
加
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
「
讃
勅
字
（
勅
の
字
を
讃
す
）
」
は
、
符
の
最
上
部
に
描
か
れ
る
「
勅
令
」
の
「
勅
」
字
に
つ
い
て
「
元
始
天
尊
勅
・
玉
皇
上
帝
勅
・
太
上
老
君
勅
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
「
勅
」
は
元
始
天
尊
・
玉
皇
上
帝
・
太
上
老
君
の
三
道
教
神
の
勅
を
意
味
す
る
。
次
に
「
勅
令
」
の
「
令
」
の
字
に
つ
い
て
、
「
讃
令
字
（
令
の
字
を
讃
す
）
」
は
「
天
府
令
、
地
府
令
、
水
府
令
」
つ
い
で
「
三
府
公
同
為
令
（
三
府
公
同
し
て
令
を
為
す
）
」
と
あ
る
。
三
府
と
は
一
七
世
紀
ま
で
に
ベ
ト
ナ
ム
の
道
教
界
と
仏
教
界
で
信
仰
さ
れ
て
い
た
天
帝
ま
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）
は
玉
皇
上
帝
が
治
め
る
「
天
府
」
、
閻
魔
王
は
じ
あ
冥
府
の
十
王
が
治
め
る
「
地
府
」
、
龍
王
が
治
め
る
「
水
府
」
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
そ
れ
ら
各
府
か
あ
る
い
は
三
府
が
合
同
し
て
出
す
勅
令
と
す
る
。
　
「
勅
令
」
の
下
に
あ
る
三
つ
の
レ
点
は
「
讃
三
清
形
（
三
清
の
字
を
讃
す
）
」
と
あ
り
、
「
上
清
・
太
清
・
玉
清
」
と
い
う
道
教
神
を
示
す
記
号
で
あ
る
。
　
三
つ
の
レ
点
の
下
に
あ
り
、
「
日
」
や
「
鬼
」
の
字
か
ら
な
る
記
号
群
を
囲
む
「
几
」
の
印
に
は
「
讃
空
字
」
と
あ
り
、
コ
陰
一
陽
、
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こ
も
ご
も
天
円
地
方
、
二
気
交
相
、
疾
速
如
天
地
降
（
一
は
陰
一
は
陽
、
天
は
円
に
し
て
地
は
方
な
り
、
二
気
は
交
相
、
疾
速
な
る
こ
と
天
の
如
く
地
に
降
れ
）
。
」
と
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）
　
以
上
述
べ
た
『
三
教
正
度
輯
要
』
の
符
の
構
成
内
容
は
、
概
ね
中
国
道
教
の
符
の
構
成
内
容
と
同
じ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
考
え
合
わ
せ
る
と
『
初
学
指
南
』
の
符
も
、
ベ
ト
ナ
ム
で
受
容
さ
れ
た
中
国
道
教
の
符
の
構
図
を
ほ
ぼ
踏
襲
し
て
い
る
と
言
え
る
。
第
三
章
第
三
節
第
二
項
　
『
初
学
指
南
』
の
符
二
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
さ
　
前
項
で
述
べ
た
『
初
学
指
南
』
の
符
の
左
側
に
は
「
上
に
登
ぬ
」
と
書
か
れ
た
下
に
、
『
平
居
常
用
』
の
符
に
記
さ
れ
た
文
字
と
同
じ
「
開
身
」
と
「
開
心
」
を
フ
ォ
ッ
ク
で
囲
ん
だ
符
が
あ
る
。
そ
し
て
、
『
初
学
指
南
』
も
こ
の
道
教
儀
礼
に
よ
り
入
門
者
が
身
と
心
を
開
い
て
儒
教
知
識
を
習
得
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
『
平
居
常
用
』
の
符
に
あ
る
「
除
臓
」
「
洗
浄
」
と
記
し
た
符
が
無
い
か
わ
り
に
書
か
れ
た
雨
冠
の
付
い
た
三
字
は
、
道
士
任
宗
権
氏
の
『
道
教
手
印
研
究
』
に
よ
れ
ば
、
上
は
「
太
陽
　
い
み
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
8
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）
の
諌
」
で
、
中
は
「
太
陰
の
誹
」
で
あ
り
、
そ
の
下
は
三
清
中
の
「
太
清
の
詳
」
で
あ
る
。
恐
ら
く
符
の
末
尾
に
お
い
て
太
清
の
よ
う
な
道
教
神
や
神
格
化
し
た
日
月
の
本
名
を
記
し
、
上
記
願
望
の
成
就
を
重
ね
て
保
障
し
た
の
だ
ろ
う
。
　
以
上
の
よ
う
に
『
初
学
指
南
』
の
符
は
『
平
居
常
用
』
よ
り
多
く
の
道
教
知
識
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
当
時
の
社
会
に
お
い
て
儒
教
入
門
儀
礼
が
踏
襲
さ
れ
つ
つ
、
道
教
へ
の
関
心
が
よ
り
増
加
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
第
三
章
第
四
節
　
真
　
珠
　
道
教
の
中
核
は
、
不
老
長
寿
の
超
人
「
神
仙
一
仙
人
」
に
な
る
こ
と
を
目
指
す
神
仙
思
想
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
各
種
の
鉱
物
や
草
木
を
「
仙
薬
」
と
し
て
服
用
す
る
こ
と
で
実
現
す
る
と
考
え
ら
れ
た
。
神
仙
思
想
を
体
系
化
し
た
晋
の
葛
洪
（
二
八
三
～
三
四
三
）
が
、
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三
一
七
年
頃
に
著
し
た
『
抱
朴
子
』
内
篇
、
巻
＝
、
仙
薬
に
は
、
丹
砂
つ
ま
り
硫
化
水
銀
一
出
σ
q
G
Q
を
筆
頭
に
、
上
質
の
仙
薬
と
し
て
真
珠
は
「
明
珠
」
と
し
て
そ
の
七
番
目
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
同
じ
く
『
抱
朴
子
』
内
篇
、
巻
＝
、
仙
薬
に
は
明
珠
を
「
真
珠
」
と
し
て
記
し
、
そ
の
服
用
法
を
、
　
　
又
真
珠
径
一
寸
以
上
可
服
、
服
之
可
以
長
久
、
酪
漿
漬
之
皆
化
如
水
銀
。
（
ま
た
真
珠
の
径
一
寸
以
上
な
る
も
の
は
服
す
べ
く
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
し
ひ
つ
じ
の
ち
ち
　
　
こ
れ
を
服
さ
ば
以
っ
て
長
久
な
る
べ
く
、
酪
　
漿
も
て
こ
れ
を
漬
け
れ
ば
皆
化
し
て
水
銀
の
如
し
。
）
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
葛
洪
は
、
ま
ず
真
珠
を
飲
む
こ
と
に
よ
り
人
体
は
長
く
久
し
く
保
た
れ
る
と
論
じ
て
い
る
。
次
に
、
真
珠
を
液
化
す
れ
ば
水
銀
の
よ
う
に
な
る
か
ら
だ
、
と
そ
の
根
拠
を
示
唆
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
『
抱
朴
子
』
内
篇
、
巻
四
、
金
丹
に
よ
れ
ば
、
水
銀
化
合
物
と
金
を
服
用
す
れ
ば
、
人
間
は
不
滅
の
存
在
に
な
る
と
考
え
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
真
珠
の
長
生
を
保
障
す
る
性
質
は
、
こ
れ
を
乳
に
漬
け
る
と
水
銀
に
匹
敵
す
る
効
果
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
真
珠
は
重
要
な
仙
薬
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
　
し
か
し
な
が
ら
上
述
の
ベ
ト
ナ
ム
の
儒
教
入
門
儀
礼
書
に
お
い
て
、
真
珠
は
不
老
長
寿
薬
と
い
う
よ
り
も
符
中
の
文
章
に
託
さ
れ
た
「
開
心
」
「
開
身
」
と
い
う
聡
明
さ
を
増
し
、
多
く
の
儒
教
教
理
を
理
解
習
得
す
る
こ
と
に
服
用
の
目
的
が
変
更
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
変
更
は
ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
新
た
な
創
意
の
発
露
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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第
三
章
第
五
節
　
鏡
　
『
抱
朴
子
』
内
篇
、
巻
一
七
、
登
渉
に
記
さ
れ
た
鏡
の
効
用
は
、
登
山
修
行
中
の
道
士
が
、
魔
物
の
正
体
を
照
ら
し
出
し
て
、
そ
の
害
を
避
け
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
効
用
と
並
ん
で
同
じ
く
『
抱
朴
子
』
内
篇
、
巻
一
五
、
雑
応
に
は
、
　
　
或
用
明
鏡
九
寸
以
上
自
照
、
有
所
思
存
、
七
日
七
夜
、
則
見
神
仙
（
下
略
）
（
或
い
は
明
鏡
の
九
寸
以
上
な
る
を
用
い
て
自
ら
照
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ら
わ
　
　
ら
し
、
思
存
す
る
所
有
る
こ
と
七
日
七
夜
な
れ
ば
、
則
ち
神
仙
を
見
す
べ
し
（
下
略
）
）
と
い
う
記
述
が
あ
り
、
葛
洪
は
鏡
を
集
中
し
て
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
修
行
者
が
神
仙
と
感
応
し
あ
い
、
そ
の
姿
を
鏡
に
現
す
こ
と
が
出
来
る
と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
は
鏡
を
通
じ
て
通
常
は
見
え
な
い
も
の
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
概
念
を
示
す
も
の
だ
ろ
う
。
　
本
稿
筆
者
は
、
『
平
居
常
用
』
と
『
初
学
指
南
』
の
儒
教
入
門
者
に
施
さ
れ
る
道
教
儀
礼
に
お
い
て
、
既
に
あ
っ
た
上
記
の
鏡
の
効
用
に
対
す
る
ベ
ト
ナ
ム
人
の
概
念
が
変
化
し
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ん
せ
ん
　
三
教
混
合
の
儀
礼
書
を
代
表
す
る
一
書
と
し
て
、
既
述
の
『
三
教
正
度
実
録
』
が
あ
り
、
保
泰
四
年
（
一
七
二
三
）
新
鏑
の
版
本
が
（
4
0
）
あ
る
。
『
平
居
常
用
』
の
刊
行
と
同
じ
年
に
『
三
教
正
度
実
録
』
も
刊
行
さ
れ
鏡
を
使
用
す
る
儀
礼
を
記
載
し
て
い
る
か
ら
、
『
三
教
正
度
実
録
』
の
記
述
を
通
じ
、
鏡
に
対
す
る
同
時
代
認
識
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
と
思
わ
れ
る
。
道
士
や
仏
僧
に
よ
っ
て
共
用
さ
れ
て
き
た
『
三
教
正
度
実
録
』
の
内
容
は
、
書
名
の
よ
う
に
三
教
に
よ
る
葬
礼
方
法
で
あ
る
が
、
既
述
の
よ
う
に
道
教
の
符
を
多
用
す
る
な
ど
、
そ
の
実
体
は
道
教
的
色
彩
が
極
め
て
濃
厚
で
あ
る
。
そ
の
中
の
死
を
自
覚
せ
ず
さ
迷
え
る
魂
醜
を
遺
体
に
収
め
る
儀
礼
「
復
魂
の
礼
」
に
お
い
て
以
下
の
よ
う
に
鏡
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
　
　
（
前
略
）
開
光
［
執
鏡
］
、
開
目
神
々
聡
明
視
。
開
耳
神
々
聡
明
聴
。
開
心
神
々
聡
明
応
。
開
意
神
々
聡
明
霊
。
（
開
光
［
鏡
を
執
　
　
る
］
、
目
を
開
き
し
神
々
よ
聡
明
に
視
せ
し
め
よ
。
耳
を
開
き
し
神
々
よ
聡
明
に
聴
か
し
め
よ
。
心
を
開
き
し
神
々
よ
聡
明
に
応
　
　
ぜ
し
め
よ
。
意
を
開
き
し
神
々
よ
聡
明
に
霊
た
ら
し
め
よ
。
）
と
あ
る
。
こ
の
場
合
、
鏡
は
死
者
に
感
性
の
覚
醒
を
促
す
道
旦
ハ
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
は
閉
ざ
さ
れ
た
五
感
を
開
く
作
用
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
鏡
の
作
用
へ
の
考
え
方
は
、
鏡
に
よ
っ
て
心
や
体
の
新
た
な
能
力
を
開
こ
う
と
す
る
儒
教
入
門
儀
礼
に
お
け
る
鏡
の
使
用
に
も
相
通
ず
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
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つ
ま
り
、
鏡
の
道
教
的
使
用
の
中
に
も
ベ
ト
ナ
ム
人
の
新
た
な
創
意
が
加
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
以
上
を
要
す
る
に
、
一
八
世
紀
ベ
ト
ナ
ム
の
儒
教
初
学
者
の
入
門
儀
礼
は
、
以
後
身
や
心
を
開
き
一
を
聞
い
て
十
を
知
る
と
い
う
ふ
う
に
儒
教
的
素
養
を
身
に
付
け
る
と
い
う
願
望
を
成
就
す
る
目
的
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
願
望
を
符
水
と
新
た
な
概
念
を
込
め
た
真
珠
あ
る
い
は
鏡
を
組
み
合
わ
せ
た
道
教
儀
礼
に
よ
り
実
現
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
第
四
章
　
背
景
の
考
察
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儒
教
儀
礼
に
道
教
儀
礼
が
加
わ
っ
た
事
象
は
、
本
稿
序
文
で
述
べ
た
よ
う
に
、
ベ
ト
ナ
ム
人
が
嗜
好
に
合
う
思
想
や
行
動
に
傾
倒
し
や
す
く
、
願
望
実
現
に
効
験
が
あ
る
と
考
え
る
道
教
に
帰
結
し
た
た
め
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
仮
説
を
一
八
世
紀
科
挙
受
験
者
と
士
太
夫
層
の
学
術
傾
向
、
道
釈
書
の
刊
行
、
ベ
ト
ナ
ム
儒
者
と
道
教
の
三
視
点
か
ら
以
下
考
察
す
る
。
第
四
章
第
一
節
　
一
八
世
紀
ベ
ト
ナ
ム
科
挙
受
験
者
と
士
夫
層
の
学
術
傾
向
　
『
歴
朝
憲
章
類
誌
』
巻
二
六
、
科
目
誌
に
　
　
裕
宗
永
盛
七
年
、
定
郷
試
文
体
。
旧
例
試
官
擬
題
用
書
史
・
四
六
、
不
過
十
数
首
、
賦
不
過
三
五
首
。
現
成
題
目
、
無
所
翻
換
。
　
　
謂
之
儲
書
。
学
者
多
撰
成
帖
括
、
転
相
販
灘
。
応
試
士
人
、
率
先
訪
置
文
体
暗
諦
、
或
密
依
様
模
窮
、
考
院
随
文
選
取
、
不
拘
重
　
　
見
。
故
懐
挾
借
代
、
條
禁
錐
厳
、
而
中
選
者
、
類
無
実
才
。
至
是
科
始
命
各
場
試
官
、
随
意
発
題
、
不
得
因
循
旧
制
。
場
屋
随
習
　
　
為
之
頓
革
。
（
裕
宗
の
永
盛
七
年
（
一
七
一
一
）
、
郷
試
の
文
体
を
定
む
。
旧
例
は
、
試
官
題
を
擬
す
る
に
書
史
・
四
六
を
用
い
る
　
　
も
、
十
数
首
に
過
ぎ
ず
、
賦
は
三
五
首
に
過
ぎ
ず
し
て
、
現
成
の
題
目
は
、
翻
換
す
る
所
な
し
。
之
を
儲
書
と
謂
う
。
学
者
は
多
　
　
　
ノ
　
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
ん
ぱ
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
お
む
　
　
く
帖
括
を
撰
し
て
成
し
、
転
じ
て
相
販
闘
す
。
応
試
の
士
人
は
、
率
ね
先
に
文
体
を
訪
置
し
て
暗
諦
し
、
或
い
は
密
か
に
依
様
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ら
わ
　
　
て
模
写
す
。
考
院
は
文
に
随
い
て
選
取
し
、
重
ね
て
見
れ
る
に
も
拘
わ
ら
ざ
り
き
。
故
に
懐
挾
借
代
あ
り
、
條
禁
厳
な
り
と
錐
も
、
　
　
　
　
　
　
あ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
な
ま
こ
と
　
　
而
も
選
に
中
た
る
者
は
、
類
実
の
才
無
し
。
是
の
科
に
至
り
て
始
め
て
各
場
の
試
官
に
命
じ
、
意
に
随
い
て
発
題
せ
し
め
、
旧
制
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
わ
か
　
あ
ら
た
　
　
に
因
循
す
る
を
得
ず
。
場
屋
の
随
習
は
之
が
為
に
頓
に
革
ま
れ
り
。
）
と
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
黎
朝
皇
帝
祐
宗
（
在
位
一
七
〇
五
～
一
七
二
九
）
治
下
、
一
八
世
紀
初
め
の
科
挙
試
験
で
は
、
試
験
出
題
が
マ
ン
ネ
リ
化
し
、
受
験
生
も
既
出
問
題
を
暗
諦
し
た
り
、
そ
の
秘
密
裏
に
内
容
を
模
写
し
た
。
さ
ら
に
試
験
場
側
は
繰
り
返
し
答
案
を
検
査
し
た
が
、
受
験
者
は
書
物
を
カ
ン
ニ
ン
グ
（
「
懐
挾
」
）
や
替
え
玉
受
験
（
「
借
代
」
）
を
行
っ
た
。
そ
の
た
め
合
格
者
に
は
実
際
の
才
能
が
あ
る
も
の
が
い
な
か
っ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
こ
れ
は
科
挙
試
験
の
形
骸
化
が
進
行
し
た
こ
と
示
す
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
こ
の
一
七
一
一
年
に
、
入
試
問
題
を
固
定
せ
ず
試
験
官
が
随
意
に
出
題
す
る
こ
と
で
弊
害
を
改
め
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
　
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
事
象
は
、
儒
教
界
全
体
の
形
骸
化
を
反
映
す
る
現
象
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
『
大
越
史
記
全
書
続
編
』
（
以
下
『
全
書
続
編
』
と
略
称
）
巻
二
、
永
慶
四
年
（
一
七
三
二
）
三
月
の
条
に
、
　
　
旨
崇
経
学
、
禁
子
書
。
時
議
以
文
章
之
祖
、
出
於
聖
賢
書
籍
。
近
来
記
諦
之
学
、
読
経
伝
者
、
蒐
羅
小
註
、
而
多
閾
正
文
。
読
史
　
　
者
渉
猟
外
編
、
而
却
遺
綱
目
。
学
術
疎
歯
、
宜
加
麓
正
、
以
変
士
習
。
（
下
略
）
（
旨
す
。
経
学
を
崇
び
、
子
書
を
禁
ぜ
し
む
。
時
　
　
に
議
す
ら
く
は
、
文
章
の
祖
を
以
っ
て
、
聖
賢
の
書
籍
よ
り
出
す
べ
し
と
。
近
来
、
記
諦
の
学
、
経
伝
を
読
む
者
は
、
小
註
を
　
　
し
ゆ
う
ら
　
　
　
　
し
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
　
ろ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
せ
い
　
　
蒐
羅
し
、
而
も
多
く
は
正
文
を
閾
く
。
史
を
読
む
者
は
外
編
を
渉
猟
し
、
而
も
綱
目
を
却
遺
す
。
学
術
の
疎
歯
は
、
宜
し
く
麓
正
　
　
を
加
え
、
以
っ
て
士
の
習
い
を
変
え
る
べ
し
。
（
下
略
）
）
と
あ
る
。
こ
の
記
事
に
は
、
近
来
の
士
太
夫
の
風
潮
と
し
て
、
儒
教
経
典
を
読
ま
ず
「
子
書
」
つ
ま
り
他
の
思
想
書
を
読
ん
で
い
た
者
が
、
目
に
余
る
ほ
ど
多
く
、
禁
じ
ら
れ
る
ほ
ど
存
在
し
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
し
か
も
儒
教
経
典
を
読
む
者
も
、
そ
の
細
か
な
注
大西一八世紀ベトナム儒教入門者の道教儀礼87
釈
を
集
め
な
が
ら
、
そ
の
本
文
へ
の
見
識
に
欠
け
て
お
り
、
史
書
を
読
む
者
は
、
説
話
・
野
史
を
あ
さ
り
な
が
ら
、
正
史
を
用
い
な
か
っ
た
り
忘
れ
た
り
し
て
い
る
。
こ
こ
に
は
士
太
夫
層
が
学
術
に
う
と
く
お
ろ
そ
か
に
な
こ
と
を
改
め
正
し
、
彼
ら
の
習
慣
を
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
黎
朝
朝
廷
並
び
に
鄭
氏
政
権
が
抱
く
士
太
夫
層
の
教
養
面
へ
の
危
機
意
識
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
記
述
に
よ
り
、
当
時
の
士
太
夫
の
多
く
が
、
正
統
儒
学
よ
り
も
周
辺
の
思
想
に
傾
倒
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
、
彼
ら
が
真
に
嗜
好
す
る
も
の
に
の
み
知
的
努
力
を
注
い
で
い
た
こ
と
を
知
る
事
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
さ
ら
に
注
目
す
べ
き
は
、
こ
こ
で
「
士
の
習
い
を
変
え
る
べ
し
。
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
こ
う
い
う
状
況
が
既
に
習
慣
化
し
て
い
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
国
家
経
済
の
衰
退
と
共
に
、
こ
の
科
挙
試
験
の
形
骸
化
は
さ
ら
に
進
ん
で
い
る
。
　
『
歴
朝
憲
章
類
誌
』
巻
二
六
、
科
目
誌
に
、
　
　
（
景
興
）
＝
年
、
令
天
下
納
銭
入
郷
試
。
（
中
略
）
署
府
杜
世
佳
以
兵
興
費
広
、
国
用
不
足
、
令
毎
人
輸
銭
参
貫
、
停
其
考
藪
、
　
　
並
得
入
試
。
亦
謂
之
通
経
銭
。
農
費
屠
販
、
皆
欣
然
披
牒
願
輸
之
、
入
場
日
、
互
相
践
躁
、
有
死
於
場
門
者
、
場
中
挾
書
問
字
、
　
　
借
人
代
試
。
公
然
行
之
、
無
復
別
有
試
法
。
誠
学
中
者
十
不
得
一
。
（
（
景
興
）
一
一
年
（
一
七
五
〇
）
、
天
下
に
銭
を
納
あ
て
郷
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
い
え
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
さ
　
　
試
へ
入
れ
し
む
。
（
中
略
）
署
府
の
杜
世
佳
は
兵
興
り
費
広
が
り
、
国
用
足
ら
ざ
る
を
以
っ
て
人
ご
と
に
銭
三
貫
を
輸
め
、
其
の
　
　
し
か
く
し
ん
さ
　
　
　
　
　
あ
ま
ね
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
さ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ん
せ
い
し
よ
　
　
考
藪
を
停
め
、
並
く
試
に
入
る
を
得
さ
し
む
。
亦
こ
れ
を
通
経
銭
と
謂
う
。
農
・
賞
・
屠
に
販
ぐ
も
の
は
、
皆
欣
然
と
し
て
牒
　
　
　
あ
ら
わ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
み
あ
い
　
　
を
披
し
、
こ
れ
を
輸
め
ん
こ
と
を
願
う
。
入
場
の
日
、
互
い
に
相
践
躁
、
場
門
に
死
す
者
有
り
、
場
中
に
書
を
挾
さ
み
字
を
問
い
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
た
　
　
人
を
借
り
て
代
り
て
試
せ
し
む
。
公
然
と
こ
れ
を
行
う
も
、
復
別
に
試
法
の
有
る
こ
と
無
し
。
誠
に
学
び
て
中
る
者
は
十
に
一
を
　
　
得
ず
。
）
と
あ
り
、
軍
事
行
動
が
興
り
、
国
家
費
用
が
拡
大
し
た
の
で
、
科
挙
受
験
者
に
も
受
験
費
用
の
金
納
を
命
じ
て
い
る
。
こ
の
軍
事
行
動
と
は
、
保
泰
一
〇
年
（
一
七
二
九
）
に
黎
朝
の
実
力
者
と
な
っ
た
鄭
杜
（
在
位
一
七
二
九
～
一
七
四
〇
）
の
暴
政
に
よ
っ
て
各
地
に
反
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（
4
1
）
乱
が
起
こ
り
、
景
興
一
二
年
（
一
七
五
一
）
に
よ
う
や
く
沈
静
し
た
情
勢
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
と
も
あ
れ
、
儒
教
経
典
に
既
に
通
じ
て
い
る
と
い
う
名
目
も
露
骨
な
「
通
経
銭
」
の
名
の
下
に
三
貫
の
銭
を
納
め
さ
え
す
れ
ば
、
儒
者
層
に
限
ら
ず
受
験
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
試
験
場
に
は
死
者
が
出
る
ほ
ど
受
験
者
が
殺
到
し
た
が
、
相
変
わ
ら
ず
カ
ン
ニ
ン
グ
や
替
え
玉
が
横
行
し
、
試
験
場
で
文
字
を
改
め
て
問
う
よ
う
な
こ
と
ま
で
公
然
と
行
わ
れ
た
。
こ
れ
で
は
一
七
＝
年
の
受
験
改
革
は
無
に
帰
し
た
も
同
然
で
あ
る
。
　
反
面
、
儒
者
層
に
限
ら
ず
農
民
・
商
人
・
屠
殺
業
者
に
い
た
る
ま
で
科
挙
の
地
方
試
験
へ
の
門
戸
を
広
げ
、
彼
ら
の
応
募
を
可
能
に
し
た
の
は
画
期
的
な
こ
と
と
言
え
る
。
ま
た
こ
の
よ
う
な
趨
勢
に
あ
っ
て
は
ベ
ト
ナ
ム
人
が
必
要
と
す
る
知
識
の
幅
が
儒
教
に
限
ら
ず
拡
大
し
て
ゆ
く
の
は
当
然
の
帰
趨
で
あ
っ
た
。
　
こ
の
同
じ
年
、
一
七
五
〇
年
に
イ
タ
リ
ア
の
宣
教
師
ア
ド
リ
ア
ー
ノ
・
デ
ィ
・
テ
ク
ラ
（
一
六
六
七
～
一
七
六
五
）
が
、
『
中
国
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
2
）
と
ト
ン
キ
ン
人
の
宗
派
に
関
す
る
小
論
文
』
と
い
う
中
国
と
北
部
ベ
ト
ナ
ム
の
宗
教
・
信
仰
の
詳
細
な
ラ
テ
ン
語
の
報
告
書
を
著
し
た
。
そ
の
中
で
儒
教
に
も
一
節
が
設
け
ら
れ
て
い
る
が
、
殆
ど
四
書
五
経
の
よ
う
な
儒
典
な
ど
中
国
儒
教
の
記
述
に
終
始
し
て
い
る
。
ベ
ト
ナ
ム
儒
教
の
状
況
に
つ
い
て
は
一
二
五
三
年
に
陳
朝
の
太
宗
皇
帝
（
在
位
一
二
二
五
～
一
二
五
八
）
が
国
学
院
を
設
け
て
孔
子
や
そ
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
3
）
弟
子
の
像
を
祀
っ
た
と
記
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。
本
史
料
訳
註
者
オ
ル
ガ
・
ド
ロ
ー
ル
氏
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
宣
教
師
の
中
で
ア
ジ
ア
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
4
）
宗
教
事
情
に
つ
い
て
最
も
詳
細
な
記
述
を
し
て
い
る
テ
ク
ラ
神
父
が
こ
の
よ
う
な
報
告
を
し
た
こ
と
は
、
ベ
ト
ナ
ム
で
は
儒
教
関
係
書
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
5
）
籍
が
乏
し
く
、
そ
れ
は
儒
教
の
発
展
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
と
い
う
。
し
か
し
、
現
存
す
る
ベ
ト
ナ
ム
の
文
献
を
見
る
限
り
、
当
時
の
ベ
ト
ナ
ム
儒
教
界
で
著
作
活
動
は
必
ず
し
も
不
活
発
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
既
述
の
よ
う
に
テ
ク
ラ
神
父
が
上
記
報
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
6
）
告
を
書
い
た
同
じ
一
七
五
〇
年
は
景
興
＝
年
に
相
当
す
る
が
、
こ
の
年
に
記
さ
れ
た
序
を
持
つ
郵
泰
湧
の
撰
述
『
周
易
国
音
歌
』
と
い
う
儒
教
関
係
書
籍
が
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
こ
の
よ
う
な
単
に
『
易
経
』
を
ベ
ト
ナ
ム
の
国
字
チ
ュ
ー
ノ
ム
（
。
げ
々
乞
O
ヨ
）
に
翻
訳
大西一八世紀ベトナム儒教入門者の道教儀礼89
し
た
と
い
う
類
に
、
テ
ク
ラ
神
父
は
創
造
性
を
認
め
ず
関
心
を
惹
か
れ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
ま
た
一
七
五
〇
年
に
テ
ク
ラ
神
父
が
ベ
ト
ナ
ム
儒
教
に
つ
い
て
殆
ど
記
さ
な
か
っ
た
の
は
、
同
じ
年
に
科
挙
地
方
試
験
が
民
間
に
広
く
公
開
さ
れ
た
反
面
、
科
挙
制
度
の
形
骸
化
が
進
行
す
る
と
共
に
儒
学
研
究
の
専
門
性
も
低
下
し
て
い
た
状
況
が
あ
っ
た
か
ら
に
違
い
な
い
。
　
ち
な
み
に
漢
哺
研
究
院
に
は
、
主
に
一
八
世
紀
後
半
期
以
降
に
ベ
ト
ナ
ム
で
著
さ
れ
た
儒
教
関
係
書
籍
一
二
二
部
が
所
蔵
さ
れ
て
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
7
）
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
七
六
％
が
科
挙
対
策
用
の
四
書
五
経
の
要
約
か
国
字
翻
訳
、
二
四
％
が
そ
の
注
釈
書
で
あ
る
。
こ
の
状
況
も
テ
ク
ラ
神
父
が
全
く
言
及
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
示
し
た
儒
教
界
の
趨
勢
が
そ
の
後
も
継
続
し
た
状
況
を
反
映
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
ベ
ト
ナ
ム
儒
者
層
の
関
心
は
科
挙
対
策
や
儀
礼
あ
る
い
は
他
の
思
想
に
傾
倒
し
、
儒
教
思
想
自
体
は
深
く
追
求
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
状
況
は
、
彼
ら
が
好
む
も
の
に
の
み
関
心
を
注
い
だ
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
　
そ
れ
で
は
一
八
世
紀
ベ
ト
ナ
ム
の
知
識
層
が
嗜
好
し
た
対
象
は
何
か
と
言
え
ば
、
本
稿
筆
者
の
考
え
で
は
や
は
り
道
教
で
あ
っ
た
。
以
下
、
道
教
へ
の
嗜
好
に
つ
い
て
当
時
の
刊
行
事
業
か
ら
考
え
た
い
。
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第
四
章
第
一
一
節
　
【
八
世
紀
ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
道
釈
書
の
刊
行
　
思
想
．
技
術
の
普
及
に
は
、
書
籍
の
刊
行
が
重
要
な
事
業
と
な
る
。
一
五
世
紀
以
降
、
ベ
ト
ナ
ム
で
は
儒
教
的
な
道
徳
教
化
を
推
進
す
る
た
め
に
道
教
や
仏
教
関
係
書
籍
は
刊
行
を
制
限
さ
れ
て
い
た
。
一
七
世
紀
に
は
以
下
の
禁
令
が
出
さ
れ
た
。
『
国
朝
詔
令
善
政
』
巻
四
、
礼
属
下
、
景
治
元
年
（
一
六
六
三
）
七
月
に
発
令
さ
れ
た
申
明
教
化
條
例
令
四
七
条
中
に
、
　
　
凡
経
史
子
集
及
文
章
神
有
於
世
教
者
、
方
可
刊
板
通
行
。
若
道
釈
異
端
邪
説
諸
書
、
並
国
語
諸
伝
、
及
詩
歌
渉
淫
蕩
者
、
不
可
刊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ぎ
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
さ
　
　
　
　
　
　
き
ざ
　
　
板
売
買
。
以
傷
風
化
。
（
凡
そ
経
史
子
集
及
び
文
章
に
し
て
世
教
に
檸
い
有
る
者
は
、
方
に
板
に
刊
み
通
行
せ
し
む
る
べ
し
。
道
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
と
　
　
釈
異
端
邪
説
の
諸
書
、
並
び
に
国
語
の
諸
伝
、
及
び
詩
歌
の
淫
蕩
に
渉
る
者
の
若
き
は
、
板
に
刊
み
売
買
す
べ
か
ら
ず
。
以
っ
て
　
　
　
　
　
そ
こ
な
　
　
風
化
を
傷
へ
ば
な
り
。
）
と
い
う
一
条
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
異
端
邪
説
の
書
と
道
教
・
仏
教
の
書
籍
が
同
列
に
扱
わ
れ
て
、
そ
の
刊
行
を
禁
じ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
一
八
世
紀
に
は
道
教
色
が
強
い
儀
礼
書
の
刊
行
が
盛
行
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
娼
）
　
ま
ず
、
一
七
一
八
年
（
永
盛
一
四
年
）
に
仏
教
の
大
規
模
な
施
餓
鬼
会
で
あ
る
水
陸
会
を
記
し
た
書
籍
『
釈
典
弁
供
攻
文
総
』
が
刊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
9
）
行
さ
れ
た
が
、
こ
の
儀
礼
は
道
士
が
主
導
し
て
い
た
。
　
一
七
二
三
年
（
保
泰
四
年
）
に
は
、
上
述
の
よ
う
に
道
教
色
の
濃
い
葬
儀
書
『
三
教
正
度
実
録
』
が
重
刊
さ
れ
た
。
一
七
六
三
年
（
景
興
二
四
）
に
は
道
教
の
正
一
教
と
神
雷
派
が
混
合
し
た
道
士
の
資
格
受
任
儀
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
0
）
礼
書
『
神
雷
玉
格
攻
文
』
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
一
七
七
四
年
（
景
興
三
五
年
）
に
は
儒
者
出
身
の
仏
僧
で
あ
る
徳
綜
が
撰
述
し
た
仏
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
1
）
教
儀
礼
文
書
集
『
釈
典
祈
安
延
生
攻
文
』
が
刊
行
さ
れ
た
が
、
掲
載
す
る
九
三
文
書
の
大
半
七
八
文
書
が
玉
皇
上
帝
な
ど
道
教
神
へ
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
2
）
儀
礼
文
で
あ
り
、
道
教
関
連
の
儀
礼
を
行
う
場
合
、
仏
僧
は
道
士
と
自
称
し
た
の
で
あ
る
。
　
以
上
の
刊
行
書
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
独
自
性
が
現
れ
て
い
る
。
例
え
ば
『
釈
典
弁
供
攻
文
総
』
に
は
「
総
幹
攻
文
」
の
よ
う
な
明
清
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
3
）
の
制
度
に
全
く
見
え
な
い
ベ
ト
ナ
ム
独
自
の
道
教
官
僚
名
や
そ
の
活
動
を
記
し
て
い
る
。
ま
た
『
神
害
玉
格
攻
文
』
は
、
中
国
の
道
教
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
4
）
儀
礼
に
沿
い
つ
つ
執
行
者
の
運
用
面
に
工
夫
が
見
え
る
。
　
こ
の
よ
う
に
上
記
の
刊
行
書
か
ら
も
一
八
世
紀
ベ
ト
ナ
ム
社
会
の
道
教
重
視
の
傾
向
が
窺
え
る
。
第
四
章
第
三
節
　
一
八
世
紀
ベ
ト
ナ
ム
儒
者
と
道
教
　
も
ち
ろ
ん
一
八
世
紀
に
お
い
て
も
道
教
や
仏
教
に
直
接
間
接
を
問
わ
ず
批
判
的
な
儒
者
は
存
在
し
た
。
た
と
え
ば
一
八
～
一
九
世
紀
に
活
躍
し
た
多
く
の
文
人
を
輩
出
し
た
呉
氏
の
総
帥
で
あ
る
呉
時
仕
（
一
七
二
六
～
一
七
八
〇
一
景
興
二
七
年
（
一
七
六
六
）
の
進
士
）
は
、
丁
朝
皇
帝
の
丁
先
皇
（
在
位
九
七
〇
～
九
七
九
）
が
太
平
二
年
（
九
七
一
）
に
仏
僧
と
道
士
か
ら
な
る
宗
教
官
僚
を
設
け
た
こ
と
大西一八世紀ベトナム儒教入門者の道教儀礼91
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
5
）
に
つ
い
て
、
虚
空
の
徒
に
高
位
の
官
職
が
与
え
ら
れ
た
こ
と
を
強
く
批
判
し
て
い
る
。
そ
の
婿
で
あ
る
播
輝
益
（
一
七
五
一
～
一
八
二
二
一
景
興
三
六
年
（
一
七
七
五
）
の
進
士
）
は
、
本
稿
で
も
し
ば
し
ば
引
用
す
る
著
名
な
政
書
『
歴
朝
憲
章
類
誌
』
を
著
し
、
『
大
越
史
記
全
書
』
（
以
下
『
全
書
』
と
略
称
）
の
よ
う
な
ベ
ト
ナ
ム
史
書
に
欠
け
る
制
度
史
な
ど
を
詳
細
に
記
述
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
『
歴
朝
憲
章
類
誌
』
は
、
非
儒
教
的
な
色
彩
の
あ
る
史
的
事
実
に
は
十
分
な
記
述
を
避
け
る
か
、
あ
い
ま
い
な
表
現
に
留
め
て
い
る
。
特
に
黎
朝
の
道
教
管
理
機
関
で
あ
る
道
録
司
の
機
関
名
は
挙
げ
て
い
る
も
の
の
詳
細
は
殆
ど
記
し
て
お
ら
ず
、
同
時
に
並
列
し
て
い
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
6
）
黎
朝
の
実
質
上
の
支
配
層
鄭
氏
政
権
の
道
教
官
僚
組
織
に
は
全
く
触
れ
て
い
な
い
。
　
そ
の
よ
う
な
ア
ン
チ
道
教
の
ス
タ
ン
ス
を
採
る
儒
者
層
も
あ
っ
た
が
、
現
存
す
る
刊
行
物
を
見
て
も
決
し
て
道
教
嗜
好
の
社
会
大
勢
を
揺
る
が
す
事
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
先
述
し
た
玩
輝
僅
と
正
一
教
派
道
教
が
近
し
い
関
係
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
文
献
が
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
7
）
　
　
　
け
い
ひ
つ
ろ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
8
）
　
院
朝
の
成
泰
一
一
年
（
一
八
九
九
）
に
編
纂
さ
れ
た
『
陳
大
王
平
元
実
録
』
に
「
乱
筆
論
」
と
い
う
一
節
が
あ
る
。
「
乱
筆
」
と
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
　
チ
　
道
教
で
用
い
ら
れ
る
自
動
筆
記
「
扶
乱
」
の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
「
乱
筆
論
」
に
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　
　
昔
黎
正
使
探
花
碩
亭
侯
院
輝
螢
、
奉
貢
中
国
、
入
侍
燕
京
、
聞
得
実
事
、
就
龍
虎
山
而
学
焉
、
得
其
伝
播
於
南
国
。
自
是
乱
筆
之
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
　
　
法
、
益
顕
然
　
。
（
昔
、
黎
の
正
使
に
し
て
探
花
碩
亭
侯
院
輝
螢
、
中
国
に
奉
貢
し
、
燕
京
に
入
り
侍
べ
り
た
り
し
に
、
実
事
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
　
　
聞
く
を
得
、
龍
虎
山
に
赴
い
て
焉
を
学
び
、
其
れ
を
得
て
南
国
に
伝
播
せ
し
む
。
こ
れ
よ
り
乱
筆
の
法
は
、
益
々
顕
然
た
り
。
）
　
こ
の
よ
う
に
院
輝
僅
が
中
国
へ
朝
貢
使
と
し
て
行
っ
た
時
に
、
道
教
正
一
教
の
本
山
で
あ
る
龍
虎
山
（
現
江
西
省
鷹
潭
市
）
に
赴
い
て
乱
筆
の
法
を
習
得
し
て
ベ
ト
ナ
ム
に
伝
え
た
と
あ
る
。
し
か
し
、
燕
京
こ
と
北
京
に
滞
在
中
の
ベ
ト
ナ
ム
外
交
団
の
正
使
が
、
勝
手
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
9
）
に
遥
か
離
れ
た
龍
虎
山
ま
で
赴
い
て
学
習
を
行
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
ま
た
玩
輝
僅
が
著
し
た
中
国
滞
在
中
の
見
聞
録
『
北
與
輯
覧
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
0
）
や
『
奉
使
燕
京
総
歌
並
日
記
』
に
は
龍
虎
山
へ
赴
い
た
こ
と
は
お
ろ
か
、
龍
虎
山
と
い
う
地
名
自
体
も
見
え
な
い
。
従
っ
て
、
こ
れ
を
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荒
唐
無
稽
な
伝
説
と
見
な
す
事
は
容
易
で
あ
る
。
　
し
か
し
な
が
ら
、
少
な
く
と
も
こ
の
話
は
乱
筆
の
権
威
づ
け
の
た
め
に
、
そ
の
芸
祖
と
し
て
院
輝
僅
と
い
う
著
名
人
の
名
を
借
り
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
な
ぜ
彼
が
択
ば
れ
た
の
か
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
恐
ら
く
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
院
輝
僅
自
身
は
儒
教
初
学
者
に
与
え
る
符
の
知
識
な
ど
道
教
に
関
す
る
相
当
の
知
識
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
　
従
っ
て
、
彼
は
道
教
正
一
教
の
本
山
で
あ
る
龍
虎
山
に
赴
い
た
と
考
え
ら
れ
た
り
、
乱
筆
の
芸
祖
と
し
て
認
知
さ
れ
る
に
足
る
相
応
の
背
景
を
持
っ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
こ
の
よ
う
な
事
象
が
起
き
得
る
こ
と
は
、
儒
者
が
若
年
よ
り
道
教
儀
礼
に
接
す
る
事
が
風
習
化
し
た
状
況
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
大西
結
　
論
　
以
上
の
よ
う
に
一
八
世
紀
ベ
ト
ナ
ム
の
儒
者
層
は
入
門
時
か
ら
道
教
儀
礼
を
受
容
し
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
、
一
面
に
お
い
て
「
異
端
」
排
斥
や
極
端
な
階
層
差
別
と
い
う
朱
子
学
が
生
み
や
す
い
束
縛
か
ら
彼
ら
が
解
放
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
教
条
主
義
に
捉
わ
れ
な
か
っ
た
ベ
ト
ナ
ム
の
儒
教
界
は
、
そ
の
思
想
実
現
の
手
段
と
し
て
道
教
の
儀
礼
や
信
仰
対
象
の
祈
願
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
傾
向
は
儒
教
を
振
興
し
た
為
政
者
に
も
見
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
儒
教
を
振
興
し
た
こ
と
で
名
高
い
黎
朝
の
聖
宗
（
在
位
一
四
六
〇
～
一
四
九
七
）
も
、
儒
教
へ
の
傾
倒
が
強
い
あ
ま
り
、
落
雷
を
天
の
謎
責
と
考
え
苦
悩
し
た
が
、
そ
の
対
処
は
道
教
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
1
）
儀
礼
の
頻
繁
な
実
践
に
頼
っ
た
。
同
じ
く
儒
教
振
興
に
熱
心
で
あ
っ
た
院
朝
の
明
命
帝
（
在
位
一
八
二
〇
～
一
八
四
一
）
は
首
都
防
衛
施
設
網
建
設
完
工
の
後
、
明
命
十
年
（
一
八
二
九
）
に
宮
城
中
央
に
霊
祐
観
と
い
う
道
教
寺
院
を
建
立
し
、
道
教
の
軍
神
で
あ
る
九
天
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
2
）
玄
女
を
祀
っ
て
そ
の
加
護
を
求
め
て
い
る
。
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こ
の
よ
う
な
事
象
は
、
願
望
を
成
就
す
る
手
段
が
仏
教
・
儒
教
に
は
希
薄
で
あ
る
か
不
十
分
で
あ
る
と
見
な
さ
れ
、
そ
れ
は
道
教
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
さ
こ
そ
求
め
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
道
教
は
、
ベ
ト
ナ
ム
人
の
嗜
好
に
最
も
適
応
し
た
宗
教
で
あ
っ
た
。
正
し
く
、
科
挙
や
思
想
内
容
に
見
ら
れ
る
ベ
ト
ナ
ム
儒
教
の
形
骸
化
は
、
反
面
ベ
ト
ナ
ム
人
の
嗜
好
が
実
際
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
を
明
確
に
示
す
も
の
で
あ
る
。
　
一
八
世
紀
ベ
ト
ナ
ム
の
子
弟
が
学
齢
期
に
達
し
、
儒
教
に
入
門
す
る
と
同
時
に
道
教
儀
礼
の
洗
礼
を
受
け
る
と
い
う
状
況
は
、
当
時
の
ベ
ト
ナ
ム
社
会
全
般
の
道
教
へ
の
傾
倒
を
明
か
に
象
徴
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
に
儒
教
習
得
の
初
期
か
ら
道
教
儀
礼
に
接
し
て
い
た
ベ
ト
ナ
ム
儒
者
層
は
、
そ
の
後
も
道
教
を
違
和
感
な
く
受
容
し
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
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、
二
〇
〇
六
年
、
八
五
～
一
〇
七
頁
。
拙
稿
、
　
　
．
．
b
d
雪
ぐ
⑪
ω
月
q
ξ
9
審
9
㊤
σ
q
猷
0
9
曲
O
ま
喜
Z
鍔
け
　
　
U
や
o
σ
q
邸
o
の
讐
σ
q
≦
曾
乞
9
・
白
［
「
道
教
正
一
教
派
の
ベ
ト
ナ
　
　
ム
伝
播
に
つ
い
て
」
］
．
、
讐
U
曾
げ
O
。
ρ
呂
。
σ
q
猷
出
呼
Z
O
汁
く
応
づ
　
　
閑
げ
8
9
。
×
鋤
息
一
≦
曾
Z
ゆ
ヨ
（
げ
一
⑪
⇒
）
噂
≦
曾
〉
貯
ミ
言
。
、
　
專
受
ざ
暮
帖
罫
9
。
o
O
黛
O
。
蹄
ミ
お
斜
ミ
・
守
8
建
〉
§
噺
－
N
°
　
　
藁
㎏
ミ
。
。
》
曾
戸
Z
轟
図
畠
け
げ
曾
O
曾
9
。
の
8
。
σ
q
㌶
　
　
国
卿
Z
曾
国
節
乞
9
卜
。
O
一
ρ
貫
。
。
8
－
自
㎝
゜
早
曾
〉
嘗
U
ぎ
”
　
　
．
、
弓
呼
日
9
0
8
ロ
鍬
9
昌
σ
q
げ
＝
⑪
O
碑
o
σ
q
邸
o
一
尾
ロ
け
毎
冤
曾
　
　
窪
8
σ
q
鼠
昌
σ
q
冨
づ
［
「
民
間
に
流
伝
す
る
一
冊
の
道
教
儀
礼
書
　
　
か
ら
」
］
．
．
讐
く
描
昌
昌
σ
q
匿
⑪
口
o
⇔
己
閃
い
口
Z
O
日
（
互
⑪
コ
）
噂
『
ま
濁
馳
　
　
9
0
ミ
嵩
〉
δ
ミ
ぎ
o
嵩
働
§
b
。
ミ
゜
。
噌
Z
ず
呼
×
β
騨
轟
昌
弓
匿
　
　
σ
q
δ
、
一
噂
b
。
O
O
P
げ
腎
』
瞳
幽
⊆
月
ら
゜
（
3
）
　
拙
稿
コ
八
世
紀
ベ
ト
ナ
ム
仏
教
儀
礼
文
書
集
に
見
え
る
仏
　
　
僧
の
道
士
と
し
て
の
役
割
」
『
ベ
ト
ナ
ム
の
社
会
と
文
化
』
七
　
　
号
、
風
響
社
、
二
〇
〇
七
年
a
、
三
～
二
三
頁
。
（
4
）
三
σ
q
ξ
曾
日
緯
弓
冨
（
O
暮
σ
酵
）
層
卜
§
°
。
贈
ミ
ミ
ぎ
恥
　
　
S
黛
≧
R
ミ
［
『
ベ
ト
ナ
ム
思
想
史
』
］
一
轟
b
押
乞
扇
×
⊆
騨
げ
　
　
叫
昌
国
げ
O
鋤
『
O
O
×
助
げ
9
　
口
節
Z
O
一
一
㊤
O
Q
。
　
汀
」
一
〇
°
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
　
　
　
ロ
（
5
）
Q
ロ
ω
鼠
く
①
U
⊆
ヨ
。
註
①
さ
．
．
国
ω
ω
巴
曽
＝
①
ω
日
゜
艮
言
゜
δ
＜
一
　
　
ω
ξ
㊦
誘
暮
三
8
ω
の
o
霞
8
一
δ
二
①
Φ
け
巳
く
言
⇔
訟
8
．
、
讐
勘
ミ
竃
　
　
冒
§
－
S
言
9
G
。
鳴
層
一
8
Q
。
一
一
①
腎
の
①
β
℃
°
ω
。
。
°
弓
胃
曾
〉
づ
げ
∪
節
P
　
　
さ
ミ
゜
（
6
）
U
O
の
ロ
雪
σ
q
＝
毒
σ
q
”
b
9
1
軸
゜
。
穿
鷺
曾
鴨
誌
。
織
き
部
随
ミ
3
恥
　
　
↓
誌
轟
卜
§
叩
津
≧
曾
［
『
タ
ン
ロ
ン
ー
ハ
ノ
イ
の
宗
教
信
　
　
仰
生
活
』
H
Z
鼠
×
鐸
騨
げ
陣
ロ
国
卿
Z
曾
一
ト
。
O
一
ρ
け
づ
一
自
．
（
7
）
　
『
平
居
常
用
節
用
全
書
』
一
漢
哺
研
究
院
所
蔵
。
請
求
記
号
　
　
〉
」
一
ミ
゜
（
8
）
　
通
書
と
日
用
類
書
の
概
念
・
分
類
に
つ
い
て
は
三
浦
國
雄
　
　
「
通
書
『
玉
厘
記
』
初
探
」
、
『
人
文
学
報
』
第
八
六
号
、
二
〇
　
　
〇
二
年
、
一
～
二
四
頁
参
照
。
（
9
）
　
潮
曲
村
二
雪
σ
q
弓
困
δ
＝
國
ま
P
×
鋤
日
曾
弓
忌
F
プ
ξ
曾
　
　
已
げ
き
げ
弓
昌
目
『
曾
げ
冨
O
国
節
Z
O
一
。
末
成
道
男
『
ベ
ト
　
　
ナ
ム
の
祖
先
祭
祀
－
潮
曲
の
社
会
生
活
』
、
東
京
大
学
東
洋
文
　
　
化
研
究
所
、
一
九
九
八
年
、
二
一
六
～
二
一
七
頁
。
（
1
0
）
　
苗
削
掲
童
日
、
二
一
六
頁
。
（
1
1
）
　
『
初
学
指
南
』
一
漢
哺
研
究
院
所
蔵
。
請
求
記
号
〉
」
①
゜
。
幽
。
（
1
2
）
益
弓
蓬
α
き
σ
q
5
。
魯
ξ
曾
9
昌
5
ρ
ぎ
げ
団
節
弓
同
旨
． （
1
3
）
　
『
天
南
歴
朝
登
科
備
考
』
秋
集
中
　
漢
哺
研
究
院
所
蔵
。
請
　
　
求
記
号
く
＝
ρ
一
〇
G
。
刈
（
1
4
）
　
『
景
興
九
年
戊
辰
科
進
士
題
名
記
」
拓
本
一
漢
哺
研
究
院
所
　
　
蔵
。
請
求
記
号
一
G
。
。
。
一
参
照
。
院
輝
僅
は
第
三
位
探
花
の
成
績
　
　
だ
が
首
席
合
格
者
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ベ
ト
ナ
ム
で
は
科
挙
合
　
　
格
者
上
位
者
の
状
元
・
傍
眼
・
探
花
と
い
う
称
号
を
付
け
た
第
　
　
一
位
か
ら
第
三
位
を
必
ず
し
も
常
に
全
て
決
め
な
か
っ
た
か
ら
　
　
だ
。
例
え
ば
『
全
書
』
本
紀
、
巻
＝
二
、
洪
徳
九
年
（
一
四
七
　
　
八
）
に
見
え
る
科
挙
最
終
試
験
で
は
第
二
名
つ
ま
り
第
二
位
傍
　
　
眼
が
合
格
者
筆
頭
と
さ
れ
た
。
（
1
5
）
『
全
書
続
編
』
巻
五
、
景
興
二
十
六
年
の
条
に
「
遣
正
使
院
　
　
輝
僅
、
副
使
黎
允
伸
、
院
賞
、
如
清
歳
貢
。
（
正
使
院
輝
僅
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
か
わ
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
副
使
黎
允
伸
、
院
賞
を
遣
し
、
清
に
如
き
歳
貢
せ
し
む
。
）
」
と
　
　
あ
る
。
（
1
6
）
　
ベ
ト
ナ
ム
の
科
挙
で
は
、
地
方
試
験
「
郷
貢
」
合
格
の
段
階
　
　
で
既
に
地
方
官
僚
に
任
じ
ら
れ
る
。
こ
の
制
度
は
Z
σ
q
O
U
毎
。
　
　
弓
9
（
O
げ
⇔
げ
一
9
）
層
O
縛
為
ぎ
隷
｝
8
守
9
。
蹟
≦
⑪
瞥
≧
ロ
ミ
　
　
（
N
O
N
噺
I
N
℃
N
も
）
［
『
ベ
ト
ナ
ム
科
挙
合
格
者
（
一
〇
胡
－
一
Φ
一
⑩
）
』
］
り
　
　
Z
轟
×
鼠
θ
げ
9
。
昌
く
鋤
口
げ
つ
ρ
山
卿
Z
O
一
一
お
⑩
ρ
貫
一
。
。
参
照
。
（
1
7
）
　
『
河
静
輯
編
』
　
漢
哺
研
究
院
所
蔵
。
請
求
記
号
く
＝
。
』
⑩
G
。
G
。
。
（
1
8
）
　
福
江
書
院
所
蔵
版
木
の
現
状
に
つ
い
て
は
、
ベ
ト
バ
オ
（
≦
⑪
け
　
　
b
d
節
o
）
紙
．
、
「
グ
エ
ン
・
ブ
イ
ー
家
の
版
木
書
庫
」
（
国
げ
o
鍬
o
げ
　
　
σ
q
O
魯
㊤
＆
轟
言
Z
α
q
ξ
9
団
ξ
．
．
（
葺
8
ミ
〈
曇
訂
。
°
〈
ミ
　
　
く
碧
－
ぎ
ミ
写
9
の
碧
7
σ
q
。
－
。
話
－
ぎ
乞
㈹
ξ
Φ
コ
出
ξ
＼
お
O
O
O
°
。
ミ 大西一八世紀ベトナム儒教入門者の道教儀礼95
　
　
一
。
。
一
＼
）
を
参
照
。
（
1
9
）
　
『
初
学
指
南
』
に
は
儒
教
入
門
儀
礼
の
前
に
、
日
の
吉
凶
や
　
　
供
え
物
を
詳
細
に
記
載
し
て
い
る
が
、
紙
幅
の
関
係
上
そ
の
考
　
　
察
は
別
稿
に
譲
り
た
い
。
（
2
0
）
　
宮
川
尚
志
「
孫
恩
・
盧
循
の
乱
」
、
宮
川
尚
志
『
中
国
宗
教
　
　
史
研
究
』
第
一
、
京
都
　
同
朋
社
、
一
九
八
三
年
、
一
九
三
～
　
　
二
七
〇
頁
。
（
2
1
）
　
『
呉
氏
碑
文
』
拓
本
　
漢
哺
研
究
院
所
蔵
一
請
求
記
号
G
。
⑩
ざ
①
　
　
1
ω
O
刈
O
㊤
）
は
、
勺
ゴ
p
ロ
＜
似
口
O
い
P
ζ
㊤
o
国
ゆ
ロ
国
‘
9
昌
σ
q
噂
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
匿
づ
σ
q
＞
弓
ω
巴
（
日
曾
σ
q
。
ま
ぼ
曾
）
一
く
画
お
識
｝
働
o
寒
お
　
　
ま
ミ
≦
騨
≧
N
ミ
［
『
越
南
漢
哺
刻
文
』
H
Z
p
。
註
o
ロ
巴
　
　
O
げ
q
づ
㈹
○
プ
①
昌
σ
q
d
巳
く
Φ
誘
詳
ざ
○
ぼ
甲
尾
く
＜
δ
づ
昌
σ
q
巨
⑪
p
o
⇔
虐
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
山
い
づ
Z
O
ヨ
噌
国
帥
Z
O
P
日
ゆ
b
b
。
闇
弓
げ
身
一
弓
3
つ
（
旨
b
。
甲
　
　
一
心
O
O
ン
日
鋤
b
弓
筥
、
つ
蕗
σ
q
噛
b
。
O
O
N
訂
』
①
一
幽
刈
G
。
◆
所
収
。
（
2
2
）
　
勺
げ
四
づ
く
似
昌
O
い
O
（
9
『
①
腎
ω
）
一
誉
ミ
こ
b
O
O
O
卜
σ
”
甫
』
刈
O
．
（
2
3
）
　
『
三
教
正
度
実
録
』
に
は
、
保
泰
四
年
刊
行
本
（
漢
哺
研
究
　
　
院
所
蔵
、
請
求
記
号
｝
G
。
O
卜
。
㎝
）
と
、
院
朝
嘉
隆
一
六
年
（
　
　
　
八
一
七
）
の
再
刊
本
（
漢
哺
研
究
院
所
蔵
、
請
求
記
号
＞
O
°
　
　
一
㎝
㎝
、
〉
ρ
㎝
置
）
が
あ
る
。
本
史
料
の
概
要
と
、
同
書
お
よ
　
　
び
類
似
の
文
書
に
依
拠
し
た
儀
礼
の
二
〇
世
紀
に
お
け
る
実
践
　
　
に
関
し
て
は
、
グ
ェ
ン
・
ヴ
ァ
ン
。
コ
ア
ン
氏
の
研
究
Z
σ
q
q
図
⑪
口
　
　
く
似
昌
国
げ
O
餌
P
．
ビ
①
同
①
冒
⑪
O
げ
P
σ
q
①
Ω
①
一
．
節
日
①
、
．
讐
切
ミ
』
9
譜
織
①
　
　
』
哺
8
貯
笥
、
Ω
題
9
給
軋
§
8
母
⑪
§
㊦
－
O
、
器
お
貸
×
×
×
H
H
H
層
お
G
Q
心
一
　
　
国
陣
ω
①
．
ド
b
b
°
二
－
G
o
膳
．
が
あ
る
。
（
2
4
）
　
丸
山
宏
「
台
南
道
教
の
符
笈
に
つ
い
て
」
、
神
奈
川
大
学
二
　
　
一
世
紀
プ
ロ
グ
ラ
ム
年
報
第
三
号
『
人
類
文
化
研
究
の
た
め
の
　
　
非
文
字
資
料
の
体
系
化
」
、
二
〇
〇
六
年
、
一
一
二
～
一
二
八
　
　
頁
中
の
＝
二
頁
に
、
道
教
の
符
の
研
究
近
況
が
述
べ
ら
れ
て
　
　
い
る
。
（
2
5
）
　
Q
‘
ω
け
p
＜
①
U
‘
ヨ
o
‘
訂
o
さ
ト
⑩
訪
計
ぱ
乳
、
ぱ
お
町
Ω
執
鳶
織
⑪
⑦
　
　
9
部
轟
9
ミ
群
＄
－
肉
融
g
織
偽
駄
．
驚
ミ
お
髭
、
暑
ミ
⑩
、
乳
磁
慰
9
器
導
H
白
マ
　
　
ユ
ヨ
Φ
二
Φ
け
団
b
o
と
け
げ
○
σ
q
円
p
b
巨
ρ
⊆
ρ
閃
㌔
団
ω
o
び
づ
①
帥
α
Φ
5
匡
9
〒
　
　
O
営
お
O
県
（
2
6
）
　
本
稿
注
（
2
3
）
参
照
。
（
2
7
）
Ω
房
痘
く
①
∪
自
ヨ
。
昌
⑩
き
N
ミ
へ
㌧
9
°
§
‘
薯
』
O
－
。
。
①
．
（
2
8
）
　
乞
σ
q
ひ
ρ
信
気
ω
Q
P
．
6
0
暮
ユ
げ
9
帥
o
昌
呼
冨
象
目
o
口
巳
o
σ
q
δ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
㊤
口
昌
㊤
ヨ
詳
9
い
①
ω
目
げ
鋤
昌
目
≡
昌
σ
q
蓄
田
（
9
雪
け
o
同
o
づ
σ
q
）
、
げ
　
　
b
ご
ミ
執
魯
討
゜
っ
織
⑪
N
§
°
。
昏
騨
§
守
織
g
蕊
鳶
9
°
。
℃
o
ぱ
、
』
肉
欝
爲
⑩
織
⑪
　
　
N
．
ぎ
ミ
ミ
①
藁
O
＃
匿
巴
。
巳
①
ω
」
9
・
。
層
国
撃
9
H
日
肩
巨
①
「
一
Φ
　
　
α
．
国
×
訂
⑪
ヨ
甲
○
匡
O
昌
叶
一
⑩
ら
b
。
”
b
℃
．
＝
一
山
①
b
o
°
な
お
ゴ
ー
・
ク
　
　
イ
ー
・
ソ
ン
氏
は
、
こ
の
神
重
を
祓
う
符
は
、
中
国
で
符
を
収
　
　
集
し
た
ア
ン
リ
・
・
ド
レ
（
｝
幽
㊦
】
P
同
一
　
H
）
O
樽
ひ
）
氏
、
ベ
ト
ナ
ム
　
　
で
収
集
し
た
デ
ュ
ム
ー
テ
ィ
エ
（
［
）
‘
冒
P
O
β
け
一
Φ
N
）
氏
の
収
集
　
　
し
た
符
の
中
に
は
見
い
出
せ
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
　
　
［
Z
σ
q
O
の
ξ
ω
Q
p
8
°
§
も
」
㎝
Φ
］
。
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
（
2
9
）
　
＜
口
＝
◎
昌
σ
q
弓
プ
⊆
曾
闇
．
．
U
9
°
。
O
ロ
σ
q
畠
ヨ
団
口
げ
鼻
曽
筈
一
⑪
o
　
　
＜
曾
一
口
σ
昏
節
弓
轟
ロ
弓
冨
9
［
『
鎮
宅
符
版
木
と
霊
的
生
活
』
］
”
、
讐
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
　
　
乞
匡
⑪
⊆
鼠
o
σ
q
昼
の
《
、
黙
⑪
嵩
駄
9
罫
Ω
ま
轟
鴫
融
o
類
嵩 96東洋文化研究14号
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Rituals　in　Taoism　for　Vietnamese．Novices　of　Confucian　in　the
18th　century
ONISHI　Kazhiko
Key　words：儒教入門者Novices　of　Confucian　18世紀18th　Century
道教Taoism　儀礼Rituals　ベトナムVietnam
　　　This　thesis　attempts　to　find　when　and　how　a　novice　of　Confucian
began　to　get　to　know　about　Taoism　in　18　th　century　Vietnam　Two
Confucian　guide　books＊write　about　a　ritual　of　a　novice　of　8　years　old
who　was　required　to　drink　a　Taoist　paper　amulet　at　the　initiation
ceremony　of　Confucian　school．
　　　This　shows　that　the　Confucian　scholars　had　been　familiar　with
Taoist　rituals　from　the　very　begi皿ing　of　learning　and　suggests　that
they　would　be　unlikely　to　regard　the　Taoism　as　a　conflicting　rival　in
their　ideological　world．
＊Binh　Cu・Thu◎ng　Dりng（平居常用）published　in　1723．；
＊So・Hoc　Chi　Nam（初学指南）published　in　1773．
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